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筑北村の人口
総人口 4,708人

男 2,332人

女 2,376人

戸　数 1,876戸

（平成29年12月31日現在）
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筑
北
村
長

関
川 

芳
男

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
平
成
30
年
の
新
春
を
迎

え
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に

日
頃
よ
り
村
政
全
般
に
ご
協
力
を
頂
い

て
い
る
こ
と
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
10
月
に

村
長
、
議
会
議
員
、
衆
議
院
議
員
の
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
長
選
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
22
日
の
投
票
日
を
待

た
ず
に
私
が
再
選
さ
れ
、
１
期
目
の
実

績
が
あ
る
程
度
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
４
年
間
、
更
な

る
村
の
発
展
に
向
け
て
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
、
筑
北
地
域
の
悲
願
で
あ
っ
た
国
道

４
０
３
号
の
新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
が
９
月

23
日
に
開
通
し
、
安
曇
野
・
松
本
方
面

へ
の
冬
の
通
勤
に
も
村
の
皆
さ
ま
を
安

心
し
て
送
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス

高
校
野
球
部
は
秋
の
北
信
越
長
野
県
大

会
で
、
創
部
か
ら
わ
ず
か
１
年
半
で
優

勝
し
、
村
の
Ｐ
Ｒ
に
大
き
く
貢
献
し
て

く
れ
ま
し
た
。

12
月
に
は
筑
北
村
を
震
源
と
す
る
震

度
４
の
地
震
が
あ
り
、
村
民
を
驚
か
す

と
と
も
に
、
若
干
の
被
害
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
た
折

に
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
、
住

民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
も
村

と
し
て
必
要
な
措
置
を
取
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

今
年
の
最
大
の
課
題
は
、
長
野
道
本

城
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
付
近
の
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
す
。
事
業
化
が
決

ま
れ
ば
費
用
に
つ
い
て
は
国
で
負
担
し

て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
安
堵
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
方
向
性

が
出
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
を
活
用
し

た
企
業
誘
致
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

農
林
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
、
筑
北

米
の
人
気
は
非
常
に
高
い
こ
と
か
ら
、

今
後
新
し
い
販
路
の
開
拓
に
努
め
ま
す

の
で
生
産
者
の
皆
さ
ま
に
も
頑
張
っ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
薬
草
栽
培
に

も
引
き
続
き
力
を
入
れ
、
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

森
林
に
関
し
て
は
、
国
で
31
年
度
よ

り
森
林
環
境
税
の
法
案
化
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
県
の
森
林
税
も
今
後
５
年
間

導
入
さ
れ
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
使
い
道
に
つ
い
て
も
緩
和
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
当
村
の
松
く
い

虫
対
策
に
も
明
る
い
見
通
し
が
立
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
防
災

公
園
内
の
サ
ッ
カ
ー
場
と
周
辺
施
設
に

は
約
２
万
５
千
人
の
方
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
坂
井
地
域
の
グ
ラ
ン
ド
、

体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
ほ
と
ん
ど

活
用
で
き
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
冠
着
荘

を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
坂
井
地
域

の
活
性
化
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。そ
し
て
村
民
一
人
一
人
が
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
健
康
長
寿
を
目
指
す
明
る

い
村
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
統
合
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
よ
り
反
対
意
見
も
出
て
い
ま
す
が
、

旧
３
村
は
ど
こ
か
一
つ
の
地
域
だ
け
の

発
展
で
は
な
く
、
全
体
の
発
展
を
願
い

合
併
を
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
学
校
統
合
は
避
け
て

通
れ
ま
せ
ん
が
、
各
地
域
の
バ
ラ
ン
ス

も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
教
育

委
員
会
で
は
何
年
も
か
け
て
保
護
者
代

表
も
交
え
数
十
回
に
わ
た
る
協
議
を
行

い
、
学
校
統
合
に
つ
い
て
理
解
を
求
め

て
き
ま
し
た
。
今
回
、
村
民
の
代
表
よ

り
直
接
請
求
が
出
さ
れ
て
お
り
、
議
会

の
判
断
も
注
目
さ
れ
ま
す
が
、
私
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
頂
い
た
意
見
を
真
摯

に
受
け
止
め
な
が
ら
も
、
予
定
通
り
統

合
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、村
民
の
安
全
、

安
心
を
守
り
、「
筑
北
村
ま
ち
、
ひ
と
、

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
掲
げ
る
５

つ
の
基
本
目
標
に
向
け
て
議
会
と
協
働

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
共
に
、
皆
さ
ま
の
今
年
１

年
が
良
い
年
で
あ
る
よ
う
、
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨

拶
と
致
し
ま
す
。
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大
学
生
等
を
対
象
と
し
た
合

同
企
業
説
明
会
in
松
本

平
成
30
年

筑
北
村
消
防
団
出
初
式

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
及
び
松
本
職

業
安
定
協
会
で
は
、
大
学
・
短
大
・

専
修
学
校
等
の
学
生
を
対
象
と
し
た

合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　

平
成
30
年
３
月
５
日
（
月
）

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　
（
受
付
開
始
：
午
後
12
時
30
分
～
）

【
場
所
】

　

ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ

　
（
松
本
市
本
庄
１
‐
２
‐
１
）

【
対
象
】

　

平
成
31
年
３
月
大
学
・
短
期
大
学
・

専
修
学
校
等
卒
業
見
込
者
等

【
参
加
予
定
企
業
数
】

　

90
社
（
予
定
）

　

※
企
業
の
人
事
担
当
者
か
ら
事
業

　

内
容
等
の
説
明
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
（
何
社
で
も
可
能
で
す
。）

　【
問
合
せ
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本

　

☎
０
２
６
３
‐
３
１
‐
８
６
０
０

１
月
７
日
（
日
）
筑
北
村
消
防
団

出
初
式
が
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル
で
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
分
列

行
進
に
は
、「
筑
北
村
ち
び
っ
こ
消

防
団
員
」
が
参
加
し
ま
し
た
。

出
初
式
で
表
彰
さ
れ
た
団
員
数
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

分
団
無
火
災
章　
　
　

　
　
　
　
　
　

坂
北
第
二
分
団

功
績
章　
　
　
　
　
　
　

２
名

永
年
勤
続
功
労
章　
　
　

１
名

功
労
章　
　
　
　
　
　
　

１
名

努
力
章　
　
　
　
　
　
　

２
名

精
績
章　
　
　
　
　
　
　

２
名

技
術
章　
　
　
　
　
　
　

１
名

精
勤
章　
　
　
　
　
　
　

９
名

松
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章　
　
　
　
　
　
　

４
名

功
労
章　
　
　
　
　
　
　

２
名

精
績
章　
　
　
　
　
　
　

４
名

精
勤
章　
　
　
　
　
　
　

７
名

退
職
者
感
謝
状　
　
　
　

４
名

筑
北
村
長
表
彰

功
労
章　
　
　
　
　
　
　

８
名

勤
続
章　
　
　
　
　
　
　

11
名

特
別
章　
　
　
　
　
　
　

８
名

退
職
者
感
謝
状　
　
　
　

14
名

な
お
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
の

功
績
章
１
名
・
精
績
章
３
名
、
勤
続

章
４
名
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
火
災
や
災
害
等
、
住
民

の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
々
消
防
団
員
が
減
少
し

て
お
り
ま
す
。
消
防
団
で
は
１
月
か

ら
３
月
ま
で
を
新
入
団
員
加
入
促
進

期
間
と
し
、
男
女
を
問
わ
ず
新
入
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
員

が
お
宅
を
訪
問
さ
せ
て
頂
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
お
近
く
の
消
防
団

員
ま
た
は
総
務
課
総
務
係
（
電
話

６
６-

２
１
１
１
）
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

毎
年
、
３
月
下
旬
は
自
動
車
の
検

査
・
登
録
申
請
が
多
く
、
窓
口
が
大

変
込
み
合
い
ま
す
。
車
検
の
手
続
き

は
、
１
カ
月
前
か
ら
受
検
で
き
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
２
月
中
に
、
廃
車
・

名
義
変
更
等
の
手
続
き
は
、
３
月
中

旬
ま
で
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

松
本
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

●
登
録

　

☎
０
５
０‐５
５
４
０‐２
０
４
２

●
検
査

　

☎
０
５
０‐５
５
４
０‐２
０
４
３

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き

は
お
早
め
に
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　平成29年分の確定申告と、平成30年度住民税の申告期間は、２月16日 （金 ）から３月15日 (木 )
までです。
　あらかじめ地区ごとに日程を決めておりますが、ご都合にあわせお越しください。（「地区別申告相談の日
程について」をご参照ください）
　また、３月９日 (金 )と、13日 (火 ) は午後７時30分まで、また３月４日 (日 )は平日に来られない方
のために申告相談を実施しますのでご利用ください。
　なお、期間終了間際になりますと混雑が予想されるため、早めの申告をお勧めします。
　住民税は、確定申告や住民税の申告、あるいは勤務先または年金保険者から筑北村に提出される支払報告
書等にもとづき、役場で税額を計算し、税額を通知して納税していただいております。
　確定申告や住民税の申告がないとき、あるいは勤務先や年金保険者からの支払い報告書の提出がない場合
は、収入（所得）の有無を把握することができないため、適正な課税ができません。また、所得・課税・非
課税などの証明書の発行もできません。
　国民健康保険や介護保険、後期高齢者医療保険の保険税（料）の算定にも、収入（所得）等の把握が必要
となり、申告が無い場合は、正しい保険税（料）の計算ができず保険税（料）が高額になることもあります
ので、申告はとても大切です。

〇申告が必要な方
◦給与収入がある方（パート・アルバイトなどを含む）で、給与以外の収入がある方。
◦２か所以上の事業所から給与等の収入がある方。
◦年の途中で就職・退職した方で年末調整をしていない方。
◦営業等・農業・不動産・一時収入等がある方	
◦収入がなく、誰の扶養にもなっていない方　（※住民税の申告をする必要があります。）

〇次の確定申告は松本税務署へ
　◦青色申告	 	 	 	 	 ◦準確定申告（平成29・30年中に亡くなった方の申告）
　◦過年度の申告（平成2８年分以前）	 ◦分離課税の申告（土地、建物の売買、株式の売買等）
　◦損失・繰越損失	 	 	 	 ◦住宅借入金等特別控除等に関する申告
　◦給与所得者の特定支出控除を受ける申告

■申告に必要なもの■
◦印鑑　◦給与･年金等の源泉徴収票、報酬等の支払調書など
◦通知カードもしくは、マイナンバーカードと本人確認書類
　（運転免許証、公的医療保険の被保険者証　など）　
　※扶養控除を受けようとする扶養者があるときは、扶養者の
　　マイナンバーも必要です。
◦営業･農業･不動産等の収支内訳書（注：必ず作成してお持ちください）
◦各種控除を受けるのに必要な書類（生命保険料等、寄附金控除の証明書等）
◦医療費控除又は、セルフメディケーション税制の控除を受ける場合は、「医療費控除の
明細書」又は「セルフメディケーション税制の明細書」を作成してお持ちください。

　※用紙は役場、税務署にあります。また国税庁のホームページからもダウンロードして
いただくことができます。

◦申告者本人名義の金融機関の通帳
◦税務署から所得税確定申告書等の書類が送付されている場合はその書類
◦その他申告に必要な書類

所得税の確定申告及び村県民税の申告について

源泉徴収票
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 申告受付時間　午前9時〜午後4時 

月　　日 対　象　地　区 会　　場

２月１６日（金） 坂井全地区

坂井公民館１階
２月１９日（月） 上安坂
２月２０日（火） 中安坂
２月２１日（水） 下安坂
２月２２日（木） 下永井
２月２３日（金） 上永井
２月２６日（月） 刈谷沢・別所

坂北総合福祉センター
第一会議室

２月２７日（火） 東山・竹場・仁熊
２月２８日（水） 青柳・昭和町・向原
３月　１日（木） 中村
３月　２日（金） 坂北全地区
３月　４日（日） 村内全地区

役場　２階
２０６会議室

（９日と１３日は午後７時３０分まで）

３月　５日（月） 河鹿沢・大沢・立川・乱橋
３月　６日（火） 岩戸・竹之下・伊切・上手山
３月　７日（水） 田屋・八木・小仁熊
３月　８日（木） 丸山町・西条・聖南町
３月　９日（金）（夜間）

村内全地区
３月１２日（月）
３月１３日（火）（夜間）
３月１４日（水）
３月１５日（木）

地区別申告相談の日程について

松本税務署からのお知らせ
■松本税務署の申告相談について
＊　申告相談会場　　松本税務署1階
＊　時間　午前８時30分～午後５時（土・日曜日、祝日は閉庁日です。）
＊　電話相談　（☎３２- ２７９０）
　松本税務署に電話をかけると、自動音声案内が流れますので、ご用件の内容に応じて、次の番号をお選
びください。
　　　　　・番号「０」確定申告に関する質問及び相談
　　　　　・番号「１」税金に関する質問及び相談
　　　　　・番号「２」税務署からの照会お尋ねに関するお問い合わせ
■申告書の作成について
　国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）の「確定申告書等作成コーナー」の画面の案内に従って、
金額等を入力すれば税額などが自動計算され、所得税・消費税の確定申告書、青色申告決算書・収支内訳
書などが作成できる便利なシステムです。作成した申告書等は、印刷して書面で提出できるほか、ｅ - Ｔ
ａｘを利用してインターネットで送信することができます。
　ｅ - Ｔａｘで申告を行うと次のようなメリットがあります。
　・自宅からネットで申告でき、添付書類の提出を省略します。
　・還付金をスピーディーに受け取ることができます。
　・24時間いつでも利用できます。
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松本税務署からのお知らせ（つづき）
【医療費控除を適用される方へ】
　平成29年分の確定申告から、医療費控除は領収書の提出が不要となりました。
　なお、領収書の提出の代わりに「医療費控除の明細書」の添付が必要となり、税務署から記入内容の確
認を求める場合がありますので、領収書は５年間保存する必要があります。
※１　提出が不要となる領収書には、医療費控除を受けるために必要な医師等が発行した証明書は除き

ます（例：おむつ使用証明書、在宅介護費用証明書など）。
※２　平成31年分の確定申告までは、従来どおり領収書の添付又は提示によることもできます。

【セルフメディケーション税制】
　健康の保持増進及び疾病の予防として一定の取組を行う方が、特定一般用医薬品等購入費（※）を支払っ
た場合は、通常の医療費控除との選択により、セルフメディケーション税制による医療費控除の特例の適
用を受けることができます。
　この特例の適用を受ける方は、①「セルフメディケーション税制の明細書」の提出及び②適用を受ける
年分において一定の取組を行ったことを明らかにする書類の提出又は提示が必要となります。
※　特定一般用医薬品等購入費とは、医師によって処方される医薬品（医療用医薬品）から薬局などで
購入できるＯＴＣ医薬品に転用された医薬品（スイッチＯＴＣ医薬品）の購入費をいいます。

【公的年金等を受給されている方へ ～確定申告不要制度のお知らせ～】
　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下であり、かつ、公的年金等に係
る雑所得以外の所得金額が 20万円以下であるときは、所得税の確定申告書を提
出する必要はありません。
※　所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合
があります。

　なお、所得税の還付を受ける場合や確定申告書の提出が要件となっている控除
（例えば、純損失や雑損失の繰越控除など）の適用を受ける場合には、確定申告書
の提出が必要となります。
　また、平成 27年分以後は、外国の制度に基づき国外において支払われる年金
など源泉徴収の対象とならない公的年金等を受給されている方は、この制度は適
用されません。

中信県税事務所からのお知らせ

車検時における納税証明書の提示が省略できるようになりました。

自動車税が完納となっている自動車の車検を受ける際に、陸運局での納税証明書の提

示が省略できるようになりました。（障がい者減免も同様です。

【注意事項】

　次の場合は、これまでと同様に納税証明書が必要となります。

①　自動車税の納付後、すぐに車検を受ける場合

②　軽自動車、小型二輪自動車の車検を受ける場合

お問合せは中信県税事務所管理係までお願いします（☎０２６３-４０-１９０４）
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平
成
30
年
度
に
採
用
す
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

職
員
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
す
る
職
種
お
よ
び
受
験
資
格

　

い
ず
れ
も
普
通
自
動
車
免
許
が

あ
り
、
各
職
種
に
必
要
な
資
格
を

有
す
る
人

【
正
規
職
員
】

○
看
護
職
員

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の
資
格

を
有
す
る
人

○
事
務
職
員

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
大
学
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
人
で
、
公
会
計
・
介

護
事
務
に
精
通
し
て
い
る
人

【
嘱
託
員
】

○
介
護
職
員

次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

・
介
護
福
祉
士
資
格
又
は
受
験
資
格

・
社
会
福
祉
士
資
格
又
は
受
験
資
格

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修
終
了
者

（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資
格
）

お
よ
び
老
人
福
祉
施
設
で
の
介

護
経
験
が
６
カ
月
以
上

○
機
能
訓
練
指
導
員

次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

・
看
護
師
、
准
看
護
師
、
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚

士
、
柔
道
整
復
師
、
あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
師

○
事
務
職
員

介
護
事
務
に
精
通
し
て
い
る
人

※
各
資
格
は
、
平
成
30
年
３
月
末

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
も
の
を

含
み
ま
す
。

※
学
生
は
、
平
成
30
年
３
月
末
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人
に
限
り

ま
す
。

■
採
用
人
数　

い
ず
れ
も
若
干
名

■
勤
務
場
所　

東
筑
摩
郡
（
麻
績

村
・
山
形
村
）、
塩
尻
市
、
松
本
市
、

木
曽
郡
に
あ
る
い
ず
れ
か
の
組
合

施
設

■
採
用
試
験　

２
月
15
日
（
木
）

■
申
し
込
み
方
法　

組
合
各
施
設

お
よ
び
事
務
局
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
桔
梗
荘
内
）
お
よ
び
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(U
RL http://aoihato.com

/)

に

あ
る
申
込
書
に
記
入
の
上
、
１
月

26
日
（
金
）
～
２
月
８
日
（
木
）

（
受
け
付
け
は
、
平
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
の
間
に
、
本
人

が
直
接
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
合
せ

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合

事
務
局

　
　

℡
０
２
６
３
―
53
―
５
０
０

過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付することで将来の年金額を増やすことが
できる「後納制度」が平成 27 年 10 月から平成 30 年９月までの３年間に限り実施されて
います。

後納制度を利用することで年金額を増やすことや、年金の受給ができなかった方が受給資
格を得られることがあります。
従来、老齢年金を受け取るためには、保険料納付済期間と保険料免除期間などを合算した

資格期間が原則として 25 年以上必要でしたが、平成 29 年８月からは、資格期間が 10 年
以上あれば老齢年金を受け取ることができるようになりました。そのため、後納制度を利用
し不足している保険料を納めることにより、年金の受給ができなかった方が受給資格を得ら
れる可能性があります。
ただし、すでに老齢基礎年金を受給している方などは、後納制度の利用はできません。

後納制度を利用するには、申込みが必要です。
詳しくは、「ねんきん加入者ダイヤル」（0570–003–004）またはお近くの年金事務所へ

お問い合わせください。

国民年金保険料の「後納制度」について
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

●
企
画
財
政
課
の
協
力
隊
よ
り
●

私
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
１
年

３
ヶ
月
に
な
り
ま
し
た
。
移
住
促
進

を
担
当
し
て
い
る
傍
ら
、
朝
さ
ん
ぽ

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
為
、
当
初
考
え
て
い
た
「
移

住
者
に
必
要
な
情
報
を
一
つ
に
ま
と

め
た
い
」
と
い
う
思
い
を
形
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
協
力
隊
の
活
動
を
支
援
す

る
研
修
に
参
加
し
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
計
画
を
よ
り
具
体
的
に
立
て
て
、

実
行
す
る
こ
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
移
住
サ

ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の
作
成
と
、
フ
ッ
ト

パ
ス
の
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
作
り
を
活
動

計
画
に
と
考
え
ま
し
た
が
、
前
者
に

絞
っ
て
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

私
の
考
え
る
「
移
住
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
」
は
、
生
活
に
必
要
な
情
報

だ
け
で
な
く
、
人
と
繋
が
る
情
報
＝

生
活
を
楽
し
む
情
報
を
載
せ
る
も

の
で
す
。
私
も
移
住
者
と
し
て
こ
の

村
に
来
る
際
、
情
報
が
足
り
な
く

て
、
不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

村
の
中
に
は
文
化
系
・
運
動
系
の

サ
ー
ク
ル
が
様
々
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。

仲
間
を
増
や
し
た
い
グ
ル
ー
プ
と
、

何
か
始
め
た
い
、
趣
味
を
生
か
す
場

が
欲
し
い
と
思
う
移
住
者
を
つ
な
ぐ

物
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

　

飯
田
智
子

『
ま
ち
冒
険
』
と
い
う
サ
イ
ト
に

て
、
村
内
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
は

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
下
に
バ
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
の
で
、
是
非

ク
リ
ッ
ク
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
も
と
も
と

協
力
隊
の
研
修
の
一

環
で
し
た
が
、
今
後
も
継
続
し
て
い

き
ま
す
！
私
も
既
に
数
名
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
毎
回
そ
の
人
の
人
生
に
触
れ
て

い
る
よ
う
で
、
刺
激
を
受
け
て
い
ま

す
。月

に
一
回
配
布
し
て
い
る
「
地
域

だ
よ
り
」
は
、
十
月
号
か
ら
私
青

木
が
編
集
部
見
習
い
に
な
り
ま
し

て
、
制
作
を
し
て
い
ま
す
。
手
探
り

で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
と
て
も
楽
し

く
制
作
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
も
っ

と
地
域
の
情
報
を
集
め
て
い
け
る
よ

う
、
努
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
編
集
長
の
大
場
隊
員
は
、
も
う

残
す
と
こ
ろ
あ
と
数
ヶ
月
の
任
期
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
引
き
継
ぎ

も
含
め
て
、
時
間
を
大
事
に
使
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
ね
。

�

青
木
陽
太
郎

●
産
業
課
の
協
力
隊
よ
り
●

12
月
と
い
え
ば
ク
リ
ス
マ
ス
、
ク

リ
ス
マ
ス
と
言
え
ば
ケ
ー
キ
、
ケ
ー

キ
と
言
え
ば
イ
チ
ゴ
！
と
言
う
こ
と

で
、
イ
チ
ゴ
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
よ
（
笑
）

坂
井
い
ち
ご
園
で
も
収
穫
が
始
ま

り
、
冬
の
訪
れ
を
感
じ
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。
ま
だ
、
と
ち
お
と
め

の
収
穫
だ
け
で
す
け
ど
ね
（
笑
）。

章
姫
と
紅
ほ
っ
ぺ
は
、
１
月
か
ら
始

ま
る
い
ち
ご
狩
り
の
メ
イ
ン
品
種
な

の
で
、
今
は
じ
っ
く
り
育
て
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
年
は
、
い
ち
ご
狩

り
で
も
村
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
色
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
く
の

で
、楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
下
さ
い
。

ま
た
、
私
生
活
の
ほ
う
で
は
11
月

に
行
わ
れ
た
村
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
し
た
。
自
分
自
身
初
め
て

の
参
加
で
緊
張
も
し
ま
し
た
が
、
終

わ
っ
て
み
れ
ば
、
参
加
者
の
中
で
一

番
楽
し
ん
で
い
た
気
が
し
ま
す
。

�

埋
橋
佳
佑

今
回
は
、
11
月
３
日
に
開
催
し
ま

し
た
独
楽
寿
司
八
王
子
店
で
の
筑
北

村
産
農
産
物
の
出
張
販
売
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
独
楽
寿
司
さ

ん
に
筑
北
村
産
は
ぜ
か
け
米
を
使
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
縁
も
あ
り
、

そ
の
感
謝
の
意
味
も
こ
め
て
、
毎
年

村
の
直
売
所
が
出
向
き
、
出
張
販
売

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
売
り
子

を
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
売
り
子
を

し
た
経
験
が
無
か
っ
た
為
、
最
初
は

戸
惑
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
直
売
所
等
の
関
係
者
の
皆
様
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の
元
気
に
後
押
し
さ
れ
、
楽
し
く
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
今
後
の

活
動
に
も
生
か
し
い
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
し
た
。�

西
澤
智
也

季
節
は
す
っ
か
り
冬
で
す
が
、
10

月
に
あ
り
ま
し
た
「
新
そ
ば
祭
り
＆

収
穫
祭
」の
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。

10
月
14
、
15
日
に
開
催
さ
れ
た
そ

ば
祭
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
は
無
料
サ
ー
ビ
ス

の
き
の
こ
汁
を
、
来
て
下
さ
っ
た

方
々
に
振
舞
い
ま
し
た
。
当
日
は
雨

で
寒
い
中
、
村
の
方
だ
け
で
な
く
県

外
か
ら
来
て
下
さ
る
方
も
い
て
、
た

く
さ
ん
お
話
が
で
き
、
と
て
も
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

是
非
参
加
し
た
い
で
す
！

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
制
作
も
依
頼
さ

れ
、
楽
し
く
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
、
い

い
経
験
が
で
き
ま
し
た
！

�

宮
澤
真
未

●
生
涯
学
習
係
の
協
力
隊
よ
り
●

よ
う
や
く
サ
ッ
カ
ー
場
の
落
ち
葉

拾
い
と
の
格
闘
も
落
ち
着
い
て
き
ま

し
た
。

サ
ッ
カ
ー
場
は
、
様
々
な
年
代
の

チ
ー
ム
な
ど
が
利
用
し
、
長
野
県
内

外
の
老
若
男
女
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
サ
ッ
カ
ー
だ
け
に
と
ら
わ
れ

ず
、
他
の
種
目
や
目
的
で
も
利
用
で

き
な
い
か
と
色
々
考
え
て
き
ま
し
た

が
、
漠
然
と
し
て
い
て
実
行
で
き
た

こ
と
は
数
種
類
だ
け
で
し
た
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
村
内
の

保
育
園
の
み
ん
な
に
遊
び
に
来
て

も
ら
っ
た
こ
と
で
し
た
。
普
段
と

は
違
う
場
所

で
、
ま
た
バ

ス
に
乗
っ
て

ち
ょ
っ
と
し

た
遠
足
み
た

い
な
感
じ

だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

寒
い
中
、
大

き
な
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
沢
山
の
声
が
飛
び
交
っ
て
い

ま
し
た
。
勿
論
、
こ
の
子
ど
も
達
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
も
あ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
も
っ
と
色
々
な
利
用
方
法
を
考

え
た
い
で
す
。

厳
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す

が
、
そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
に
身
体

も
頭
も
動
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

早
川
広
樹

皆
さ
ん
は
図
書
館
と
聞
く
と
、
ど

ん
な
と
こ
ろ
だ
と
想
像
し
ま
す
か
。

い
ろ
ん
な
本
が
あ
る
と
こ
ろ
。
本
を

貸
し
出
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
。
図
書

館
を
利
用
し
て
い
る
人
な
ら
、
カ

フ
ェ
が
で
き
て
、
会
議
室
が
あ
っ

て
、
イ
ベ
ン
ト
も
や
っ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
、
地
域
の
図
書
館
に
は
本
の
貸

出
以
外
に
も
、
地
域
の
情
報
拠
点
と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

筑
北
村
の
情
報
拠
点
と
し
て
、
図
書

館
と
地
域
と
を
繋
い
で
い
く
こ
と
が

私
の
役
割
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
自
分
の
足
で
地
域
の
情

報
を
集
め
、
地
域
の
み
ん
な
が
知
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
情
報
を
循

環
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、
地
域
の
た
め
に
活
動
を

し
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
そ
の
活
動

を
取
材
し
て
情
報
を
集
め
、
紹
介
の

場
を
つ
く
り
、
他
に
興
味
の
あ
る
人

が
い
れ
ば
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、

そ
ん
な
情
報
交
換
が
で
き
た
り
、
お

茶
で
も
飲
み
な
が
ら
交
流
で
き
た

り
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
づ
く
り

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

進
藤
香
織

●
産
業
課
観
光
室
の
協
力
隊
よ
り
●

筑
北
村
へ
お
世
話
な
っ
て
か
ら
も

う
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

「
と
く
ら
20
周
年
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど

大
き
な
行
事
や
様
々
な
事
件
が
起
こ

る
毎
日
で
し
た
。
自
分
で
は
最
良
だ

と
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
上
手
く

事
が
運
ぶ
の
は
多
く
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
今
ま
で
写
真
家
と
し
て
様
々

な
場
面
で
仕
事
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
私
の
持
論
は
「
プ
ロ
は

失
敗
し
な
い
。」
で
す
。
ド
ラ
マ
の

セ
リ
フ
で「
私
、失
敗
し
な
い
の
で
。」

何
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
裏
に
は
失

敗
し
な
い
た
め
の
努
力
を
し
て
い
る

こ
と
、
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
決
し

て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

今
、
毎
日
、
失
敗
か
ら
多
く
を
学

ん
で
い
ま
す
。

�

　

西
澤
高
広
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〇面接無料相談会を下記日程で開催します。お気軽にご参加下さい。
会場名 相談日 会場住所・連絡先

安曇野会場 ２月 15 日（木）
午前 10 時～午後３時

安曇野市役所 211・212・213・214 号室
安曇野市豊科 6000 番地（☎ 0263-71-2000）

松本会場 ２月 17 日（土）
午前 10 時～午後３時

松本駅市前会館４階大会議室
松本市深志二丁目３番 21 号（☎：0263-33-2966）

大北会場 ２月 18 日（日）
午前 10 時～午後３時

大町総合福祉センター２階
大町市大町 1129 番地（☎：0261-22-1501）

塩尻会場 ２月 23 日（金）
午前 10 時～午後３時

塩尻市民交流センター（えんぱーく）303・304・
305 号室塩尻市大門一番町 12-2 （☎：0263-53-3350）

木曽会場 ２月 18 日（日）
午前 10 時～午後３時

木曽町文化交流センター 3 階
木曽郡木曽町福島 5129 番地（☎：0264-23-2000）

【相談内容の例】
相続手続き（遺産分割協議書作成、相続財産調査など）、遺言手続き、贈与手続き、成年後見
建設業許可申請、経営状況分析、経営事項審査、入札参加資格申請
農地の転用手続、開発行為許可申請、太陽光発電施設設置に関する許認可
車庫証明、自動車登録、運送業許可申請
外国人の在留関係手続・帰化申請
廃棄物収集運搬・処分業許可申請
料理飲食店営業許可申請、風俗営業許可申請
会社・法人設立手続、議事録作成、賃貸借・売買等各種契約書作成等
著作権登録申請、知的資産経営等

【お問い合わせ先】　※事前予約も承りますので、松本支部へご連絡ください。
長野県行政書士会松本支部　℡0263-33-7166

松本支部行政書士無料相談会開催のお知らせ

司
法
書
士
に
よ
る
「
生
活
保
護

一
一
〇
番
」（
電
話
無
料
相
談
会
）

実
施
に
つ
い
て

長
野
県
司
法
書
士
会
及
び
長
野
県

青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、
左
記

の
と
お
り
電
話
無
料
相
談
会
を
行
い

ま
す
。

【
日
時
】

平
成
30
年
１
月
28
日

☎
０
１
２
０
‐
０
５
２
‐
０
８
８

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
相
談
料
無
料
で
す
。

【
相
談
例
】

・
生
活
保
護
の
申
請
は
ど
こ
で
ど
の

よ
う
に
行
う
の
で
す
か
？

・
申
請
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
窓

口
で
不
受
理
に
な
り
ま
し
た
。

・
生
活
保
護
を
受
け
る
の
に
財
産
を

手
放
す
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？

・
消
費
者
金
融
を
借
り
た
ま
ま
生
活

保
護
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

�

等

【
本
件
に
関
す
る
お
問
合
せ
】

長
野
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
６
‐
２
３
２
‐
７
４
９
２
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お問い合わせは、最寄りの労働基準監督署　又は
長野労働局 労働基準部 賃金室（電話０２６-２２３-０５５５）へ

長野県の最低賃金
★使用者も、労働者も、必ず確認、最低賃金。★

長野県内の事業場で働くすべての労働者に適用される「長野県最低賃金」（地域別最低賃金）及び特定の産業の基幹的労働
者に適用される「特定（産業別）最低賃金」が次のとおり改定されました。

地域別最低賃金 時間額 効力発生日
★長野県最低賃金は、長野県内の事業場で働くすべての

労働者に適用されます。
★なお、下記の産業で働く労働者には、それぞれの特定
（産業別）最低賃金が適用されます。

長 野 県

最 低 賃 金

円

平成29年

10月1日795
特定（産業別）最低賃金 時間額 効力発生日

特定（産業別）最低賃金から適用除外され、
長野県最低賃金又は他の特定最低賃金が適用されるもの

適用除外業種 適用除外者及び適用除外業務
計量器・測定器・分
析機器・試験機、医
療用機械器具・医療
用 品、 光 学 機 械 器
具・レンズ、電子部
品・ デ バ イ ス・ 電
子 回 路、 電 気 機 械
器具、情報通信機械
器 具、 時 計・ 同 部
分 品、 眼 鏡 製 造 業

円

平成29年

11月27日

測量機械器具製造業、理化学機
械器具製造業及びこれらの産業に
おいて管理，補助的経済活動を行
う事業所

①１８歳未満又は６５歳以上の者

②雇入れ後６月未満の者であっ
て、技能習得 中のもの
③次に掲げる業務 （これらの業務
のうち流れ 作業の中で行う業
務を除く。）に主として従 事す
る者

イ　清掃又は片付けの業務
ロ　手作業による選別、袋詰め、

箱詰め又は 包装の業務
ハ　手作業により又は手工具若し
くは手持空 圧 ・ 電動工具を
使用して行う熟練を要し ない
部品の組立て又は加工の業
務

854
はん用機械器具、生
産 用 機 械 器 具、 業
務用機械器具、自動
車・ 同 附 属 品、 船
舶 製 造・ 修 理 業，
舶 用 機 関 製 造 業

円

平成29年

11月27日

ボイラ・原動機製造業、建設用シ
ョベルトラック製造業、繊維機械
製造業（毛糸手編機械製造業を除
く）、計量器・測定器・分析機器・
試験器・測量機械器具・理化学機
械器具製造業、医療用機械器具・
医療用品製造業、光学機械器具・
レンズ製造業、武器製造業及びこ
れらの産業において管理，補助的
経済活動を行う事業所

865
各 種 商 品 小 売 業

（衣・食・住にわたる各種の
商品を一括して一事業所で
小売する事業所で、その事
業所の性格上いずれが主た
る販売商品であるか判別で
きない場合が該当します。）

円

平成29年

12月31日

①18歳未満又は65歳以上の者

②雇入れ後６月未満の者であって、
技能習得 中のもの

③清掃又は片付けの業務に主とし
て従事する 者

817
印 刷 、 製 版 業

円

平成29年

12月3１日809
※平成29年10月1日から平成29年12月30日までの間は、

長野県最低賃金 時間額795円が適用されます。

（それぞれの最低賃金の効力発生日にご注意下さい。）

※精皆勤手当、通勤手当及び家族手当は、最低賃金の対象とはなりません。
※適用除外業種欄は、長野県最低賃金が適用されるものと他の特定最低賃金が適用されるものがあります。（長野労働局HPにて確認できます。）適用除外者及び適用除外業務欄は、長野
県最低賃金が適用されます。
※技能実習制度における技能実習生は、特定（産業別）最低賃金の適用除外者の１つである「雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの」には該当しません。
※最低賃金を一定額以上に引き上げを行った中小企業・小規模事業者への支援制度として、「業務改善助成金」を用意しております。詳しくは、厚生労働省ホームページをご覧ください。

長野労働局ＨＰ

改定前　837円

改定前　848円

改定前　800円

改定前　781円
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お詫びと訂正

正

　平成 29 年 11 月 17 日発行のホットスポットちくほく（第 72 号）
4 ページから 5 ページの特別会計歳入歳出決算額の状況、地方債（借
金）残高の状況及び基金（貯金）残高の状況に誤りがありましたの
で以下のとおり修正し、お詫び申し上げます

《特別会計歳入歳出決算額の状況》

特別会計名 歳 入 決 算 額
①

歳 出 決 算 額
②

差　引　額
③（①－②）

繰越財源
④

実質収支額
③－④

公
営
事
業

国 民 健 康 保 険 8億4,408万4千円 8億3,895万2千円 513万2千円 513万2千円
国民健康保険診療所 6,141万円 5,592万9千円 548万1千円 548万1千円
後 期 高 齢 者 医 療 6,522万7千円 6,454万1千円 68万6千円 68万6千円
介 護 保 険 7億9,049万6千円 7億6,018万7千円 3,030万9千円 3,030万9千円

公
営
企
業

宅 地 造 成 事 業 63万7千円 61万8千円 1万9千円 1万9千円
と く ら 温 泉 施 設 1,524万7千円 1,444万5千円 80万2千円 80万2千円
差 切 峡 温 泉 施 設 2,928万6千円 2,762万4千円 166万2千円 166万2千円
冠 着 温 泉 施 設 2,311万7千円 2,251万3千円 60万4千円 60万4千円
簡 易 水 道 事 業 3億1,620万7千円 3億777万4千円 843万3千円 843万3千円
集 落 排 水 事 業 1億5,297万6千円 1億4,941万円 356万6千円 356万6千円
合 併 浄 化 槽 事 業 6,831万8千円 6,563万円 268万8千円 268万8千円
合　　　　　　計 23億6,700万5千円 23億762万3千円 5,938万2千円 5,938万2千円

住民 1人当たり133万 5千円で、前年度に比べ1万 9千円減少しました。
地方債（借金）残高の状況

会　　　計　　　名 地 方 債 残 高 住民1人当たり
一 般 会 計 41億1,064万1千円 86万1千円
国 民 健 康 保 険 診 療 所 特 別 会 計 15万6千円 0千円
宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 417万2千円 1千円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 9億6,462万8千円 20万2千円
集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 9億7,973万1千円 20万5千円
合 併 浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 3億1,670万円 6万6千円
合 計 63億7,602万8千円 133万5千円

※住民1人当たりの金額は、それぞれの年度の年度末の住基人口（H27年度末 4,776人）で算出しています。
※「0千円」という表記は、千円未満の金額があることを表しています。

住民1人当たり82万2千円で、前年度に比べ6万1千円増加しました。
基金（貯金）残高の状況

基　　　金　　　名 基　金　残　高 住民1人当たり
財 政 調 整 基 金 26億2,173万5千円 54万9千円
減 債 基 金 3億8,738万1千円 8万1千円
地 域 福 祉 基 金 1億5,910万円 3万3千円
ふ る さ と 土 と 水 保 全 基 金 900万円 2千円
ふ る さ と づ く り 基 金 1,265万5千円 2千円
地 域 振 興 基 金 5億2,392万5千円 11万円
公 共 施 設 等 整 備 基 金 1億4,000万円 2万9千円
国 保 財 政 安 定 化 基 金 6,021万7千円 1万3千円
簡 易 水 道 事 業 基 金 176万5千円 0千円
簡 易 水 道 減 債 基 金 82万2千円 0千円
造 成 宅 地 管 理 基 金 351万5千円 1千円
介 護 保 険 支 払 準 備 基 金 1,000万円 2千円
合 計 39億3,011万5千円 82万2千円

※住民1人当たりの金額は、それぞれの年度の年度末の住基人口（H27年度末 4,776人）で算出しています。
※「0千円」という表記は、千円未満の金額があることを表しています。
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誤

住民1人当たり133万 2千円で、前年度に比べ2万 2千円増加しました。
地方債（借金）残高の状況

《特別会計歳入歳出決算額の状況》

特別会計名 歳 入 決 算 額
①

歳 出 決 算 額
②

差　引　額
③（①－②）

繰越財源
④

実質収支額
③－④

公
営
事
業

国 民 健 康 保 険 8億4,408万4千円 8億3,895万2千円 5,132万円 5,132万円
国民健康保険診療所 6,141万円 5,592万9千円 548万1千円 548万1千円
後 期 高 齢 者 医 療 6,522万7千円 6,454万1千円 68万6千円 68万6千円
介 護 保 険 7億9,049万6千円 7億6,018万7千円 3,030万9千円 3,030万9千円

公
営
企
業

宅 地 造 成 事 業 63万7千円 61万8千円 1万9千円 1万9千円
と く ら 温 泉 施 設 1,524万7千円 1,444万5千円 80万2千円 80万2千円
差 切 峡 温 泉 施 設 2,928万6千円 2,762万4千円 166万2千円 166万2千円
冠 着 温 泉 施 設 2,311万7千円 2,251万3千円 60万4千円 60万4千円
簡 易 水 道 事 業 3億1,620万7千円 3億777万4千円 843万3千円 843万3千円
集 落 排 水 事 業 1億5,297万6千円 1億4,941万円 356万6千円 356万6千円
合 併 浄 化 槽 事 業 6,831万8千円 6,563万円 268万8千円 268万8千円
合　　　　　　計 23億6,700万5千円 23億762万4千円 5,938万2千円 5,938万2千円

会　　　計　　　名 地 方 債 残 高 住民1人当たり
一 般 会 計 41億1,064万1千円 91万8千円
国 民 健 康 保 険 診 療 所 特 別 会 計 15万6千円 0円
宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 417万2千円 0円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 9億6,462万8千円 21万5千円
集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 9億7,973万円 21万8千円
合 併 浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 3億1,670万円 7万円
合 計 63億7,602万7千円 142万4千円

※住民1人当たりの金額は、それぞれの年度の年度末の住基人口（H27年度末 4,776人）で算出しています。

住民1人当たり81万7千円で、前年度に比べ5万6千円増加しました。
基金（貯金）残高の状況

基　　　金　　　名 基　金　残　高 住民1人当たり
財 政 調 整 基 金 26億2,173万5千円 58万5千円
減 債 基 金 3億8,738万1千円 8万6千円
地 域 福 祉 基 金 1億5,910万円 3万5千円
ふ る さ と 水 と 土 保 全 基 金 900万円 2千円
ふ る さ と づ く り 基 金 1,265万5千円 2千円
地 域 振 興 基 金 5億2,392万5千円 11万7千円
公 共 施 設 等 整 備 基 金 1億4,000万円 3万1千円
国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 6,021万7千円 1万3千円
簡 易 水 道 事 業 基 金 176万5千円 0千円
簡 易 水 道 減 債 基 金 82万2千円 0千円
造 成 宅 地 管 理 基 金 351万5千円 1千円
介 護 従 事 者 処 遇 改 善 特 例 基 金 1千万円 2千円
合 計 39億3,011万5千円 87万8千円

※住民1人当たりの金額は、それぞれの年度の年度末の住基人口（H27年度末 4,776人）で算出しています。
※「0千円」という表記は、千円未満の金額があることを表しています。
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新
年
の
ご
挨
拶

筑
北
村
農
業
委
員
会
　
会
長
　
吉
池
　
昌
昭
　

第22号

農業者年金に加入しましょう！！　
　　　新しい農業者年金制度は安心して頼れる魅力ある制度です。
　　☆メリット１　農地を持たない農業者や家族農業従事者も加入できます
　　☆メリット２　積み立て方式で安定した財政運営を行います
　　☆メリット３　保険料の額は自由に決められます
　　☆メリット４　80歳までの保証が付いた終身年金です
　　☆メリット５　公的年金ならではの税制上の優遇措置があります
　　☆メリット６　農業の担い手には、国庫補助の政策支援があります

詳しくは、地区の農業委員、または農業委員会事務局へ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
11
月
か
ら
農
業
委
員
会
は
、

新
た
な
農
業
委
員
会
法
の
も
と
で

村
長
よ
り
３
年
間
の
任
期
で
14
名

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
新
た

に
各
地
域
よ
り
農
地
利
用
適
正
化

推
進
委
員
３
名
を
農
業
委
員
会
で

委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。
農
業
委
員
と

一
体
と
な
っ
て
地
域
農
業
・
農
村
を

守
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
の
状
況
は
、
11
カ
国
に
よ
る
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
枠
合
意
な
ど
国
際
貿

易
の
拡
大
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
国
際
競
争
の
時
代
を
迎
え
て
お

り
、
農
業
に
幅
広
く
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
の
米
政
策
も

新
た
な
枠
組
み
と
な
り
、
先
が
見
通

せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

村
の
農
業
を
取
り
巻
く
現
状
は
、

人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
担
い

手
農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不

足
、
有
害
獣
被
害
の
増
加
で
、
耕
作

で
き
な
い
農
地
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
新
た
な
農
業
の
担
い
手
が
、
農

地
を
借
り
て
耕
作
を
し
て
い
た
だ

き
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

使
え
る
農
地
が
荒
れ
る
前
に
、

困
っ
た
農
地
は
農
業
委
員
会
へ
ご

相
談
下
さ
い
。

課
題
の
多
い
農
業
で
す
が
、
遊
休

荒
廃
地
が
増
え
な
い
よ
う
に
、
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
の
促
進
な
ど
、
村

の
若
い
後
継
者
、
担
い
手
が
農
業
を

で
き
る
環
境
整
備
な
ど
、
委
員
、
推

進
委
員
が
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
沿

え
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
こ
の
一
年
が
良

い
年
で
あ
り
、
健
康
で
農
業
が
で
き

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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第
５
期
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

新
し
い
農
業
委
員
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
ま
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

任
期
は
平
成
29
年
11
月
６
日
～

平
成
32
年
11
月
５
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

役　職 氏　　名 担 当 地 区

農
業
委
員

会    長 吉池　昌昭 上永井、下永井（杉の越、山崎を除く）

会長代理 太田　良平 別所、七ツ松、仁熊、中込

小口　正男 小仁熊、丸山町、上手山、伊切

藤井　史男 西条、聖南町

大川　美千子 昭和町、向原

鈴木　進 東条１

佐藤　和子 東条２

一之瀬　知卓 乱橋

宮入　澄夫 刈谷沢

丸山喜美雄 東山、中村（六工、中島を除く）、青柳

田中　泰子 竹場、六工、中島

若林　登茂子 上安坂

若林　米満 中安坂、杉の越

宮下　房夫 下安坂、山崎

推
進
委
員

升田　博之 本城地域

鎌田　義春 坂北地域

小川原　英雄 坂井地域
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年
頭
並
び
に

議
長
就
任
の
ご
挨
拶

筑
北
村
議
会
議
長
　
佐
藤
　
文
男  

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。　

平
成
30
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
議
会

を
代
表
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

新
春
を
迎
え
村
民
の
皆
様
の
更
な
る

ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
日
頃
よ
り
議
会
に
対
し

ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
い
て

い
る
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
10
月
に
は
、
村
長
及
び
議
会
議

員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
体
制
が
整

い
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
と

こ
ろ
で
す
。　

私
は
昨
年
11
月
15
日
開
会
の
議
会

臨
時
会
に
お
い
て
、
６
年
間
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
前
山
健
治
氏
の
後
任
と
し

て
、
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

重
責
と
使
命
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
と

共
に
、
微
力
な
が
ら
最
善
を
尽
く
し
て
、

職
務
の
遂
行
に
精
進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
。
村
民
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
幸
い
当
村
は
大
き
な
災
害
も
な
く
、

国
道
４
０
３
号
新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
の
開

通
や
、
特
定
地
区
公
園
整
備
事
業
の
サ

ツ
カ
ー
場
の
完
成
な
ど
、
い
く
つ
も
の

事
業
が
進
め
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢

化
時
代
が
急
激
に
進
む
中
、
人
口
減
少

対
策
、
教
育
問
題
、
産
業
振
興
、
社
会

基
盤
の
整
備
、
行
財
政
改
革
の
推
進
、

松
く
い
虫
被
害
対
策
な
ど
、
課
題
は
山

積
み
で
あ
り
ま
す
。
議
員
の
果
た
す
べ

き
役
割
と
責
務
の
重
要
性
は
、
益
々
増

大
し
て
お
り
ま
す
。

村
の
将
来
を
考
え
、
前
年
度
よ
り
継

続
し
て
い
ま
す
、
特
定
地
区
公
園
整
備

事
業
の
駐
車
場
、ヘ
リ
ポ
ー
ト
、管
理
棟
、

取
り
付
け
道
路
の
拡
幅
や
、
長
野
自
動

車
道
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン

ジ
設
置
の
実
現
、
ま
た
、
国
道
１
４
３

号
青
木
峠
新
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
等
行
政

と
連
携
し
、
関
係
機
関
に
、
議
会
と
し

て
も
引
き
続
き
要
望
活
動
を
し
て
行
き

ま
す
。

ま
た
、
村
の
健
全
財
政
を
維
持
し
て

い
く
為
に
も
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
、
更
な
る
経
費
削

減
に
向
け
て
の
提
案
を
し
な
が
ら
、
皆

様
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
の
為
に
も
、
議
会
の
一
層
の

活
性
化
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

結
び
に
、
厳
し
い
生
活
環
境
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
新
し
い
年
が
皆
様

に
と
っ
て
繁
栄
を
も
た
ら
す
素
晴
ら
し

い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
、
お
祈
り
申

し
上
げ
、
年
頭
並
び
に
議
長
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
、
議
会
議
員
改
選
に
よ
り
、

新
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
議
員
一
人
一
人
の
こ
れ
か

ら
の
思
い
を
「
議
員
と
し
て
の
今
後
の

抱
負
」
と
し
て
掲
載
し
ま
す
。

二
期
目
の
議
員
と
し
て

新
た
な
気
持
ち
で

副議長
待井　安登

・
健
全
財
政
の
維
持　

継
続

・
行
政
の
効
率
的
運
営　

公
共
施
設

の
整
理
統
合

・
住
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
各
種

健
診
の
受
診
率
の
向
上
と
充
実

・
高
齢
者
の
足
確
保
な
ど
地
域
公
共

交
通
の
構
築

・
農
業
施
策
の
充
実
と
、
獣
害
対
策

の
推
進

副
議
長
と
し
て
、
議
長
を
補
佐
し

議
会
・
行
政
の
両
輪
が
う
ま
く
回
る

よ
う
努
力
す
る
と
と
も
に
、
明
る
く

住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め
誠
意
を

も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

元
気
な
筑
北
村
に
向
け
て

総務委員長
太田　守彦

少
子
高
齢
化
社
会
が
進
む
と
い
う
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こ
と
は
、
担
い
手
と
な
る
若
い
世
代

が
減
り
、
今
ま
で
出
来
て
い
た
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

今
ま
で
の
慣
行
を
変
え
て
い
か
ね

ば
、
村
の
維
持
そ
し
て
発
展
は
望
め

な
い
と
私
は
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
新
し
い
発
想
と
強
い
決
断
力

が
必
要
だ
と
二
期
目
の
議
員
と
し
て

感
じ
ま
す
。

課
題
山
積
の
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
元
気
な
筑
北
村
」
の
村
づ
く

り
に
向
け
、
お
力
添
え
を
深
く
お
願

い
し
ま
す
。

筑
北
地
域
は
一
つ建設産業委員

西澤　良美

筑
北
地
域
は
一
つ
、
こ
れ
が
私
の

四
年
間
の
仕
事
で
す
。
筑
北
盆
地
を

地
図
で
見
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

筑
北
村
は
麻
績
村
に
よ
っ
て
分
断
さ

れ
て
い
ま
す
。
住
民
、
特
に
小
中
学

生
の
心
の
痛
み
は
い
か
ほ
ど
で
し
ょ

う
か
。
合
併
さ
え
し
て
い
れ
ば
と
思

わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
関
川
筑
北

村
長
も
政
策
の
な
か
で
筑
北
地
域
は

一
つ
、
合
併
の
推
進
と
言
っ
て
い
ま

す
。住

民
、
議
会
、
行
政
の
力
を
お
か

り
し
な
が
ら
、
合
併
に
向
け
一
歩
で

も
二
歩
で
も
前
進
で
き
れ
ば
と
思
い

頑
張
り
ま
す
。

二
期
目
の
議
員
と
し
て建設産業委員長

横山　敬

二
期
目
に
当
た
り
、
一
番
に
村
内

に
小
学
校
、
中
学
校
が
残
る
よ
う
に

全
力
で
取
組
み
ま
す
。

１
．
若
者
が
、
村
内
で
子
育
し
や
す

い
環
境
作
り
の
お
手
伝
い
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

２
．
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
早
期
実
現

の
た
め
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

３
．筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
、

健
康
な
体
力
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

４
．
子
ど
も
の
声
が
あ
ふ
れ
る
村
づ

く
り
を
応
援
し
ま
す
。

も
っ
と
元
気
な
村
づ
く
り

社会文教委員
関川　修次

私
は
、
も
っ
と
元
気
な
村
づ
く
り

の
た
め
①
教
育
環
境
の
充
実
②
潤
い

あ
る
生
活
の
基
盤
づ
く
り
③
地
域
福

祉
の
充
実
強
化
④
行
・
財
政
改
革
の

推
進
を
重
点
公
約
と
し
て
、
村
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
十
分
に
伺
い
な
が

ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
で
も
村
の
次
代
を
担
う
子
ど
も

達
に
、
少
子
化
で
も
よ
り
質
の
高
い

教
育
を
確
保
す
る
た
め
、
麻
績
村
と

協
働
し
て
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め

ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は
、
よ
ろ
し

く
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

「
夢
が
描
け
る
村
づ
く
り
」の
推
進

議会運営委員長
鎌田　欣子

学
校
統
合
の
早
期
解
決
を
推
進
す

る
た
め
に
4
年
前
に
立
候
補
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
4
年
間
は
学
校
統

合
に
向
け
て
の
環
境
整
備
に
邁
進

し
、
社
会
文
教
副
委
員
長
と
し
て
教

育
委
員
会
・
住
民
福
祉
課
と
密
接
に

連
携
し
、
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に

尽
力
し
ま
す
。

ま
た
議
会
運
営
委
員
長
と
し
て
、

議
会
を
ま
と
め
、「
議
員
の
な
り
手

不
足
」「
議
員
の
処
遇
」「
議
員
定
数
」

な
ど
の
課
題
を
話
し
合
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
環
境

整
備
（
学
校
統
合
に
向
け
て
の
整
備
）

　

１
）
特
に
保
育
園
に
は
ク
ー
ラ
ー

設
置
の
推
進
（
小
学
校
や
中
学
校

も
並
行
し
て
推
進
し
て
い
く
）

　

２
）
小
学
校
・
中
学
校
の
給
食
費

の
無
料
化
に
向
け
て
推
進
す
る
。

●
女
性
の
登
用
を
！
女
性
が
輝
く
社
会
を
！

　

１
）
女
性
の
人
材
を
雇
用
す
る
よ

う
働
き
か
け
る

　

２
）
女
性
議
員
の
擁
立
に
向
け
、

議
員
と
し
て
働
け
る
環
境
作
り

●
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
合
う
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る

　

１
）
お
茶
飲
み
会
や
、食
事
会
な
ど
、

高
齢
者
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
設
け

る
。
地
域
お
こ
し
を
推
進
し
て
い
く
。
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住
民
目
線
を
大
切
に総務副委員長

勝田　昇

年
明
け
よ
り
、ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
・

情
報
通
信
環
境
問
題
等
議
会
と
行
政

の
両
輪
が
大
変
重
要
な
平
成
30
年
度

が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
す
。　

安
全
・
安
心
・
老
後
に
優
し
い
村
、

新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
。
ま
た
、

移
住
者
に
優
し
い
自
然
・
観
光
・
人
・

居
住
家
屋
の
環
境
整
備
、
空
家
対
策

を
目
指
し
、
何
よ
り
も
情
報
の
公
開

を
一
番
に
公
共
施
設
の
ハ
ー
ド
面
だ

け
で
な
く
ソ
フ
ト
の
面
の
充
実
を
目

指
し
、
村
民
皆
様
の
ご
意
見
ご
提
案

を
行
政
に
届
け
、
い
つ
ま
で
も
住
民

目
線
を
大
切
に
活
動
を
行
い
ま
す
。

初
心
に
か
え
り

総務委員
前山　健治

初
心
に
か
え
り
皆
様
の
声
を
し
っ

か
り
聞
き
、
全
て
の
人
々
が
安
心
し

て
快
適
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
目

指
し
特
に
次
の
５
項
目
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

１　

筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
整
備
事
業
化

２　

議
員
定
数
の
見
直
し
の
検
討

３　

新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
先
の
国
道 

19
号
ま
で
の
改
良
工
事
事
業
化　

４　

小
学
校
、
中
学
校
、
学
校
統
合

に
向
け
て
の
環
境
整
備

５　

ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校
と
の
連
携

ズ
ク
を
出
し
て
歩
き
ま
す

社会文教委員長
小山　正博

１
期
４
年
間
は
、
村
の
行
事
・
会

合
に
参
加
し
皆
様
の
ご
意
見
を
、
村

政
に
反
映
出
来
る
よ
う
活
動
し
て
き

ま
し
た
。

筑
北
村
は
、
合
併
し
て
13
年
目
を

迎
え
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
、
人

口
の
減
少
等
の
多
く
の
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
２
期
目
に
お
い
て
も
、

村
内
を
「
ズ
ク
」
を
だ
し
て
歩
き
、

皆
様
の
声
を
お
聞
き
し
、
共
に
地
域

の
活
性
化
に
努
力
し
た
い
。

私
は
社
会
文
教
委
員
と
し
て
、
教

育
環
境
の
改
善
と
社
会
福
祉
の
充
実

に
む
け
て
、
村
民
と
協
働
し
て
誠
心

誠
意
取
り
組
み
ま
す
。

筑
北
村
は
前
進
し
て
い
ま
す

建設産業委員
中村　弘

２
期
目
を
迎
え
、
３
つ
の
点
に
力

を
注
ぎ
、
更
に
前
進
さ
せ
て
行
か
れ

る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

１　

農
業
振
興

民
間
企
業
の
力
を
借
り
て
荒
廃
地

対
策
の
推
進
。「
お
い
し
い
米
が
と

れ
る
村
」
は
ぜ
か
け
米
の
ブ
ラ
ン
ド

化
と
と
も
に
、高
齢
者
の
健
康
保
持
、

生
き
が
い
対
策
に
推
進
。

２　

山
の
整
備

山
の
日
も
制
定
さ
れ
、
森
林
税
の

延
長
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
信

州
や
ま
ほ
い
く
」
に
認
定
さ
れ
た
保

育
園
の
遊
び
や
研
修
の
場
と
し
て
森

林
の
活
用
を
図
り
、
山
の
価
値
を
高

め
た
い
。

３　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
早
期
実
現

通
勤
時
間
の
短
縮
、ス
ポ
ー
ツ
大
会・

合
宿
、
企
業
誘
致
な
ど
「
村
を
元
気

に
す
る
」
た
め
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

希
望
の
持
て
る
村
づ
く
り

建設産業副委員長
吉池　昌昭

少
子
・
高
齢
化
・
人
口
減
少
。
農

業
者
の
高
齢
化
、荒
廃
農
地
の
増
加
、

後
継
者
不
足
、
介
護
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
の
増
加
な
ど
、
村
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
こ
れ
か
ら
益
々
厳
し
い

状
況
と
な
り
ま
す
。

若
い
人
が
住
み
た
い
、
住
ん
で
良

か
っ
た
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
希
望
の
持
て
る
村
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
交
付
税
減
少
な
ど
で
、
予
算

規
模
は
年
々
減
少
し
て
い
き
ま
す
が
、

若
者
定
住
、
荒
廃
地
、
後
継
者
対
策
、

高
齢
者
対
策
な
ど
課
題
解
決
に
、
意

見
・
提
言
等
健
全
財
政
、
明
る
い
明

日
に
希
望
の
持
て
る
村
づ
く
り
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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議
会
第
３
回
臨
時
会
が
11
月
15
日

会
期
１
日
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

＊
監
査
委
員
の
選
任

前
山
健
治
氏
の
選
任
に
同
意
さ
れ

ま
し
た
。（
議
会
よ
り
選
出
）

＊
専
決
処
分
の
承
認

平
成
29
年
筑
北
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

所
属
委
員
会
の
構
成

　
議
会
12
月
定
例
会
が
12
月
４
日
か

ら
８
日
ま
で
会
期
４
日
間
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

＊
監
査
委
員
の
選
任

　

矢
口
貴
則
氏
（
本
城
）
の
選
任

　

に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

＊
教
育
委
員
の
選
任

　

一
ノ
瀬
泰
明
氏
（
坂
北
）
の
選

　

任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

＊
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
つ

い
て
、
鎌
田　

篤
（
本
城
）・
草

地
隆
子
（
坂
北
）・
山
本
正
昭
（
坂

井
）
の
各
氏
の
選
任
に
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

＊
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充

　

員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
委
員　

宮
﨑
幸
繼
（
坂
北
）、
市

川
恵
愛
（
本
城
）、佐
藤
勝
彦
（
本

城
）、宮
下
啓
子
（
坂
井
）
の
各
氏
。

○
補
充
員　

藤
澤
正
文
（
坂
北
）、

細
田
重
雄
（
坂
北
）、横
山
充
（
本

城
）、
吉
池
眞
（
坂
井
）
の
各
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

☆
12
月
18
日
に
選
挙
管
理
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
委
員
の
互
選
に
よ
り

委
員
長　
　

佐
藤
勝
彦
氏

職
務
代
理　

宮
﨑
幸
繼
氏

�

に
決
定
し
ま
し
た
。

議
会
第
３
回
臨
時
会

議
会
12
月
定
例
会

議
　
員

議
　
員

議
　
員

議
　
員

議
　
員

議
　
員

議
　
員

議
　
員

議
　
員

議
　
員

副
議
長

議
　
長

職
　
名

吉
池
　
昌
昭

中
村
　
弘

小
山
　
正
博

前
山
　
健
治

勝
田
　
昇

鎌
田
　
欣
子

関
川
　
修
次

横
山
　
敬

西
澤
　
良
美

太
田
　
守
彦

待
井
　
安
登

佐
藤
　
文
男

氏
　
　
名

○
建
設
産
業

建
設
産
業

◎
社
会
文
教

　
総
　
　
務

○
総
　
　
務

○
社
会
文
教

社
会
文
教

◎
建
設
産
業

建
設
産
業

◎
総
　
　
務

総
　
　
務

社
会
文
教

委
員
会

平成29年12月定例会審議内容
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

条
例
の
一
部
改
正

筑北村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 全員賛成
筑北村特別職の職員で常勤のもの等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 〃
筑北村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 〃
筑北村社会就労センター設置条例の一部を改正する条例について 〃
筑北村体育施設設置条例の一部を改正する条例について 〃
過疎地域自立促進計画の変更について 〃

予
　
　
　
　
　
算

平成２９年度筑北村一般会計補正予算（第５号） 原案可決 全員賛成
平成２９年度筑北村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 〃
平成２９年度筑北村国民健康保険診療所特別会計補正予算（第２号） 〃
平成２９年度筑北村介護保険特別会計補正予算（第３号） 〃
平成２９年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算（第３号） 〃
平成２９年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第２号） 〃
平成２９年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算（第３号） 〃
平成２９年度筑北村簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 〃
平成２９年度筑北村集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 〃
平成２９年度筑北村合併浄化槽特別会計補正予算（第２号） 〃

請
願
陳
情

筑北村独自の学校統合計画を中止し、麻績村との協働による小学校１校、
中学校１校の設置運営を求める請願書 継続審査

「若い人も高齢者も安心できる年金制度を求める意見書」の採択を求める陳情書 〃
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
春
を
迎
え
、
村
民
の
皆

様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ

り
公
民
館
運
営
に
温
か
い
ご
支
援
・
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
「
新
し
い
事
業
を
…
」
と
思

い
な
が
ら
、
本
年
に
持
ち
越
し
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
事
業
が
幾
つ
か
あ
り
ま

す
。
本
年
は
、
そ
の
事
業
に
精
を
出
し

つ
つ
、
第
２
次
筑
北
村
生
涯
学
習
基
本

構
想
の
基
本
目
標「
学
び
」「
助
け
合
い
」

心
豊
か
な
充
実
し
た
毎
日
を
生
き
る

を
柱
に
、
分
館
役
員
さ
ん
に
ご
協
力
を

し
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
意
見
が
出
て

い
る
体
育
祭
等
に
つ
い
て
、
30
年
度
に

検
討
し
31
年
度
よ
り
新
し
い
形
で
運

営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
岐
に
渡
る
生
涯
学
習
は
、「
人
と

人
と
の
繋
が
り
」「
地
域
と
人
と
の
繋

が
り
」
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
「
地
域
住
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
る
公
民
館
運
営
」
を
目
指
し
て
、
戌

年
の
本
年
は
「
ワ
ン
ワ
ン
‼
・
キ
ャ
ン

キ
ャ
ン
‼
」
と
、
皆
様
と
楽
し
み
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
、
生
涯
学
習
係
職
員
一
同
、

村
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
指
導

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
一
人

ひ
と
り
が
輝
き
あ
え
る
年
に
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶

と
し
ま
す
。

 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

�

筑
北
村
公
民
館
長
　
宮
澤
　
信
雄

学
校
統
合
等
保
護
者
説
明
会
・

第
二
回
学
校
統
合
等

準
備
委
員
会
に
つ
い
て

平
成
29
年
11
月
22
日
に
坂
井
保
育

園
・
坂
井
小
学
校
の
合
同
保
護
者
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
の
内
容
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
段
階
的
に
聖
南
中
学
校
に
坂
井
の

生
徒
が
就
学
す
る
た
め
、
通
学
等
検

討
部
会
で
検
討
し
た
、
坂
井
地
域
か

ら
聖
南
中
学
校
ま
で
の
通
学
方
法

と
、
保
護
者
部
会
で
検
討
し
た
、
聖

南
中
学
校
の
会
則
・
規
則
に
つ
い
て
、

聖
南
中
学
校
の
制
服
カ
バ
ン
等
に
つ

い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
坂
井

公
民
館
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
着
い
て

か
ら
の
生
徒
の
居
場
所
の
こ
と
や
、

制
服
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、
坂

井
地
域
か
ら
の
役
員
選
出
の
方
法

等
、
不
安
に
思
う
意
見
を
出
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
意
見
の
検

討
を
行
い
、
坂
井
地
域
か
ら
不
安
な

く
聖
南
中
学
校
に
就
学
で
き
る
よ
う

計
画
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

平
成
29
年
12
月
20
日
に
第
二
回
学

校
統
合
等
準
備
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

会
議
は
教
育
部
会
・
通
学
等
検
討

部
会
・
保
護
者
部
会
・
放
課
後
児
童

検
討
部
会
の
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況

の
報
告
を
行
い
、
準
備
委
員
会
委
員

の
皆
さ
ん
で
検
討
内
容
の
共
有
を
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
準
備
委
員
会

の
各
部
会
で
は
、
筑
北
小
学
校
・
坂

井
小
学
校
の
統
合
に
係
る
検
討
事
項

を
、
集
中
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

11/22 坂井保育園・坂井小
　　　　合同保護者説明会

12/20 第二回学校統合等
　　　　準備委員会
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心
の
伝
言
板
○50

　
男
女
共
同
参
画
に
向
き
合
う

昨
年
も
、「
議
員
の
差
別
発
言
」

「
女
性
議
員
の
暴
言
」「
子
ど
も
へ

の
い
じ
め
」「
大
相
撲
の
暴
力
問
題
」

「
議
会
へ
の
子
ど
も
を
連
れ
て
の
参

画
」
な
ど
な
ど
…
人
権
や
差
別
な

ど
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
年
で
し
た
。

政
治
家
の
発
言
が
問
題
に
な
り
、

指
摘
さ
れ
る
と
、「
誤
解
を
与
え
た

な
ら
取
り
消
す
」
な
ど
と
言
う
が
、

思
っ
て
い
る
か
ら
言
葉
が
出
て
く

る
事
で
、
取
り
消
し
て
済
む
問
題

で
は
な
い
。
男
女
共
同
参
画
で
は

女
性
議
員
の
割
合
が
い
わ
れ
る
が
、

議
員
の
暴
言
は
い
か
が
な
も
の
か

と
…
思
わ
れ
る
。
笑
っ
て
済
ま
せ

る
問
題
で
は
な
い
。

ま
た
、
熊
本
に
お
け
る
女
性
市

議
会
議
員
が
７
ヶ
月
の
子
ど
も
連

れ
で
議
場
に
着
席
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
で
報
道
さ

れ
て
い
た
が
、
外
国
で
は
母
親
と

あ
か
ち
ゃ
ん
が
議
場
に
い
る
光
景

は
珍
し
く
な
い
と
の
こ
と
で
、
日

本
に
お
い
て
も
問
題
提
起
が
な
さ

れ
た
と
思
う
。

国
政
で
は
、「
女
性
が
輝
く
社
会
」・

「
一
億
総
活
躍
社
会
」・「
働
き
方
改

革
」
な
ど
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
素
晴

ら
し
い
が
、
社
会
環
境
を
見
た
時

は
生
活
ス
タ
イ
ル
や
働
き
方
が
多

様
化
す
る
中
で
、
環
境
は
十
分
整
っ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

最
近
、
知
人
の
発
刊
本
『
陽
光

の
下
』
を
読
む
中
で
、
男
女
共
同

参
画
へ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に

思
う
。
村
の
進
む
べ
き
施
策
と
し

て
、
男
女
共
同
参
画
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

わ
が
村
で
も
、「
男
女
が
共
に
進

め
る
村
づ
く
り
」
と
し
て
、
第
２

次
筑
北
村
男
女
共
同
参
画
計
画
が

策
定
さ
れ
、
日
常
生
活
の
中
で
男

女
が
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い

く
か
問
わ
れ
て
い
る
。

  
第
５
回

  
修
那
羅
石
神
仏
群
学
習
会

10
月
7
日
（
土
）、
第
５
回
の
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
宮

下
健
司
先
生
を
お
願
い
し
、
参
加
者

18
名
に
よ
り
、
坂
井
地
域
「
追
沢
札

所
観
音
群
」
と
修
那
羅
大
天
武
が
修

行
し
た
麻
績
村
の
「
佳
好
砥
の
滝
」

を
訪
ね
ま
し
た
。

坂
井
地
域
「
追
沢
札
所
観
音
群
」

は
67
体
の
石
像
と
33
体
の
観
音
像
を

刻
み
込
ん
だ
石
碑
か
ら
な
り
、
そ
の

う
ち
秩
父
三
十
四
番
札
所
の
功
徳
を

得
よ
う
と
祀
ら
れ
た
石
像
は
、
修
那

羅
の
石
神
仏
と
同
様
な
特
徴
と
彫
り

か
た
で
幕
末
に
か
け
地
元
の
方
が
祀

り
、
修
那
羅
の
石
神
仏
の
新
た
な
発

見
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
佳
好
砥
の
滝
」
は
市
野
川
地
区
に

あ
り
渓
谷
の
深
さ
は
約
１
０
０
ｍ
の

断
崖
で
、
修
那
羅
大
天
武
は
11
歳
の

頃
、
木
の
実
や
草
を
食
べ
座
禅
し
滝

行
等
の
荒
行
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
宮
下
先
生
の
解
説
に
よ
り
、

当
時
の
修
験
の
様
子
な
ど
学
習
を
深

め
る
事

が
出
来

ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
言
え
ば
、
か
つ
て

シ
ニ
ア
世
代
の
代
表
格
と
も
い
え
る
ス

ポ
ー
ツ
で
、
ど
こ
の
市
町
村
で
も
朝
か

ら
夕
方
ま
で
愛
好
家
が
競
技
を
楽
し
ん

で
い
る
姿
が
見
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
化
に
伴

い
、
現
在
で
は
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
個
人
種
目
が
主
流

と
な
り
、
全
盛
期
、
全
国
に
６
０
０
万

人
ほ
ど
い
た
愛
好
家
も
統
計
値
で
は

１
０
０
万
人
以
下
と
激
減
し
て
い
ま
す
。

競
技
者
が
激
減
し
た
こ
と
で
屋
外
の

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
荒
れ
、
ま
た
屋
内

施
設
に
つ
い
て
も
冬
期
間
の
み
利
用
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
春
か
ら
秋
に

か
け
て
は
利
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
村
で
は
施
設
の
有
効
活
用
を

図
る
た
め
本
城
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

を
多
目
的
屋
内
運
動
場
と
し
て
一
部
改

修
し
、
様
々
な
方
に
貸
し
出
し
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。

主
な
改
修
は
、
土
の
コ
ー
ト
を
人
工

芝
に
し
ま
し
た
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

だ
け
で
な
く
、
文
化
的
活
動
に
も
使
用

が
可
能
で
す
。

地
区
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
等
で
も
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 

本
城
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
人
工

 

芝
の
運
動
施
設
に
改
修
し
ま
し
た
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

筑
北
小
学
校

《
手
作
り
と
遊
び
の
集
い
》

子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
方
々
の

交
流
の
場
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
坂
北

地
域
で
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
大

切
に
さ
れ
て
き
た
こ
の
集
い
。

今
年
も
、
つ
つ
じ
応
援
団
の
皆
さ

ん
、
地
域
の
方
々
、
坂
北
・
本
城
両

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
筑
北
公
民

館
や
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
の

方
々
…
総
勢
33
名
も
の
方
々
に
支

援
し
て
い
た
だ
き
、
11
月
10
日
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
筑
北
村

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
が
得
ら
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
応

援
団
の
方
の
声
や
、
子
ど
も
た
ち
の

希
望
か
ら
「
作
っ
て
遊
ぼ
う
」「
じ
っ

く
り
作
ろ
う
」「
体
験
し
て
み
よ
う

～
昔
の
遊
び
や
文
化
」
の
３
つ
の

ジ
ャ
ン
ル
、
22
種
類
も
の
コ
ー
ナ
ー

に
分
か
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
夢
中

に
な
っ
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　
　
　
　

�

（
次
号
に
つ
づ
く
）

折り紙弓矢づくり

わら細工 茶　道

はじめの会

坂
井
小
学
校

地
域
ふ
れ
あ
い
講
座

10
月
20
日
（
金
）
に
地
域
の
方
を

講
師
に
お
招
き
し
て
「
地
域
ふ
れ
あ

い
講
座
」
を
開
き
ま
し
た
。
昨
年
度

と
同
じ
写
仏
・
絵
手
紙
・
折
り
紙
・

わ
ら
細
工
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
郷
土
料

理
の
６
つ
の
講
座

を
開
設
し
ま
し
た
。

一
心
不
乱
に
仏

様
の
絵
を
写
し
た

り
、
親
子
で
協
力

し
て
縄
を
な
っ
た

り
し
て
、
地
域
の

よ
さ
に
触
れ
合
う

と
と
も
に
、
低
学
年
か
ら
高
学
年

ま
で
同
じ
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
異
学
年
と
の
交
流
を
深

め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
途
中
の
休
憩
で
、
他

の
講
座
の
見
学
に
行
っ
て
も
よ
い

こ
と
に
し
ま
し
た
。「
来
年
は
○
○

講
座
に
行
き
た
い
」
等
来
年
を
見

越
し
た
感
想
も
聞
か
れ
、
こ
の
行
事

が
子
ど
も
達
の
心
に
位
置
づ
い
た
よ

う
で
す
。

坂
井
を
語
る
会

ふ
れ
あ
い
講
座
と
同
日
、
18
時
か

ら
坂
井
商
工
会
館
で
、
第
１
回
「
坂

井
を
語
る
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

坂
井
小
学
校
の
教
育
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
方
々
・

保
護
者
・
教
職
員
が
一
同
に
会
し
て

「
坂
井
の
良
さ
・
子
ど
も
た
ち
の
良

さ
」
を
大
い
に
語
り
合
う
懇
親
会
で

す
。
40
人
を
超
え
る
方
々
に
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
談
の
中
で
、
坂
井
小
学
校
の

今
歌
っ
て
い
る
校
歌
の
歌
詞
と
、

か
つ
て
歌
っ
て
い
た
歌
詞
が
少
し

だ
け
違
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
り
、
校
歌
を
作
っ

た
と
き
の
経
緯
が
分

か
っ
た
り
と
、
学
校

職
員
に
は
、
地
域
の

方
や
保
護
者
と
交
流

を
深
め
る
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
の
学

校
の
教
育
活
動
の
よ

い
ヒ
ン
ト
を
沢
山
も

ら
え
た
会
と
な
り
ま

し
た
。

最
後
は
坂
井
小
学
校
の
校
歌
の
大

合
唱
と
な
り
ま
し
た
。
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坂
井
小
学
校　
　

宮
下
滉
大

ぼ
く
は
北
島
し
ぼ
り
で
お
皿
を
作

り
ま
し
た
。

作
り
方
は
ま
ず
丸
い
鉄
の
板
を
機

械
に
は
さ
み
ま
す
。
左
に
は
型
が
あ
り

ま
す
。
機
械
を
つ
け
た
ら
丸
い
板
が
回

り
は
じ
め
ま
す
。
型
が
あ
る
ほ
う
に
曲

げ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
と
き
力
を
入
れ

す
ぎ
な
い
の
が
こ
つ
で
す
。

い
よ
い
よ
や
っ
て
み
る
時
間
が
来
ま

し
た
。
筑
北
小
の
子
は
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
。
ぼ
く
は
失
敗
し
な
い
で
や
り

た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
ぼ
く
の
番
に
な
り

ま
し
た
。僕
は
集
中
し
て
や
り
ま
し
た
。

そ
し
て
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
。
作
っ

た
後
筑
北
小
の
人
が
「
見
せ
て
。
き
れ

い
だ
ね
。」と
か「
す
ご
い
！
」と
か
言
っ

て
く
れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

完
成
し
た
直
後
は
あ
た
た
か
か
っ
た

で
す
。
そ
れ

に
自
分
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
の

お
皿
を
作
っ

た
の
で
う

れ
し
か
っ
た

し
、
自
分
で

大
切
に
し
た

い
で
す
。

東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ

�

筑
北
小
学
校　
　

古
幡
明
香
理

二
日
目
の
最
後
は
私
が
一
番
楽
し

み
に
し
て
い
た
東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

ま
ず
は
最
初
に
ワ
ン
ダ
ー
ド
ロ
ッ

プ
と
い
う
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
乗
り

ま
し
た
。
予
想
通
り
に
び
し
ょ
び

し
ょ
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
次
に
乗

る
サ
ン
ダ
ー
ド
ル
フ
ィ
ン
は
、
め

ち
ゃ
高
く
て
ほ
ん
と
う
に
の
ぼ
っ
て

い
る
時
は
、
怖
す
ぎ
て
と
て
も
や
ば

か
っ
た
で
す
。
ほ
と
ん
ど
九
十
度
で

し
た
。
私
は
怖
く
て
怖
く
て
、
ず
っ

と
下
を
向
い
て
、
景
色
な
ん
て
見
る

ひ
ま
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

な
の
に
、
と
な
り
に
乗
っ
て
い
た
み

ひ
な
ち
ゃ
ん
は
、
笑
い
な
が
ら
手
を

あ
げ
て
い
た
の
で
、感
心
し
ま
し
た
。

ワ
ン
ダ
ー
ド
ロ
ッ
プ
は
な
ん
と
七
回

も
乗
り
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
い
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

筑
北
村
小
学
生

　
　
　
　
修
学
旅
行
記

今
年
度
も
、
い
ろ
い
ろ
な
体

験
型
修
学
旅
行
で
、
楽
し
い

思
い
出
が
出
来
ま
し
た
。
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「
き
さ
さ
げ
応
援
団
」
の
活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

技と心構えを熱血指導
いただきました

技と思いを一つ一つ
教えて下さいました

坂井郷土料理研究会と県農村
生活マイスター協会の皆さん

筑北村には
知られざる

魅力ある場所が
いっぱい

練習場所の手配まで
気にかけて下さいました

工房で陶芸の世界を
広げて下さいました

善光寺街道の魅力を
多面的に語って下さいました

きささげ夢プロジェクトⅢ
「Discover・筑北村　ふるさと筑北村の再発見」

｢

あ
ず
ま
や
タ
イ
ム｣

の

�

成
果
を
発
表

11
月
30
日
の
午
後
、
全
校
が
５
つ

の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
ふ
る
さ
と

筑
北
村
を
舞
台
に
取
り
組
ん
で
き
た

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。
こ
の
発
表
が
で
き
る

ま
で
に
は
、
き
さ
さ
げ
応
援
団
の
皆

さ
ん
に
た
く
さ
ん
の
支
援
を
毎
年
、

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
の
気
持
ち
を
合
わ
せ

て
、
演
奏
す
る
太
鼓
。
と
っ
て
も
楽

し
か
っ
た
し
、
協
力
と
い
う
よ
り
気

持
ち
を
合
わ
せ
て
何
か
を
す
る
と
い

う
こ
と
が
良
か
っ
た
で
す
。」（
伝
統

芸
能
）

「
カ
ッ
プ
、
ペ
ン
ス
タ
ン
ド
、
花

び
ん
、
皿
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
自
分
の
完
成
図
を
想
像
し
て

作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」「
工

房
見
学
に
行
っ
て
、
た
く
さ
ん
お
話

を
聞
い
た
こ
と
で
、
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
知
り
、
世
界
が
広

が
っ
た
。」（
伝
統
工
芸
）

「
善
光
寺
街
道
を
巡
っ
た
中
で
、

『
目
で
感
じ
る
耳
で

感
じ
る
』
と
い
う
力

が
つ
き
ま
し
た
。
何
故
な
ら
ば
、
目

で
感
じ
る
こ
と
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、

自
然
の
音
に
触
れ
、
静
か
に
聞
い
た

こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
今
回
の
学
習

を
通
し
て
そ
れ
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
す
。」（
善
光
寺
街
道
）

「
う
ど
ん
や
お
や
き
、
や
し
ょ
う

ま
等
の
郷
土
料
理
を
作
り
、
食
べ
る

こ
と
を
通
し
、
郷
土
料
理
に
つ
い
て

興
味
を
持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」「
家
で

も
白
菜
の
み
そ
汁
や
郷
土
料
理
を

作
っ
て
み
ま
し
た
。」（
郷
土
料
理
）

「
筑
北
村
を
知
れ
ば
知
る
ほ

ど
、
た
く
さ
ん
良
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も

の
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。」

（
村
お
こ
し
）

応
援
団
の
皆
さ
ん
は
、「
筑
北
村
」

と
「
学
ぶ
こ
と
」
の
素
晴
ら
し
さ
を

生
徒
の
心
に
残
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

被
災
地
訪
問
報
告
会

保
護
者
の
皆
さ
ん
と
多
く

の
地
域
の
皆
さ
ん
が
こ
の
報

告
会
に
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
な
か
に
は
、
現
地
ま
で
生

徒
と
共
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
か

れ
た
方
、
お

土
産
と
し
て

持
っ
て
い
っ

た
「
お
か
き
」

や
「
や
し
ょ

う
ま
」
を
一

緒
に
作
っ
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「
南
三
陸
町
で
待
っ
て
い
て
く
れ

た
方
の
笑
顔
が
浮
か
び
ま
す
。
ど
ん

な
形
で
も
忘
れ
な
い
と
い
う
思
い
を

届
け
た
い
。
た
と
え
ば
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
で
も
い
い
」報
告
会
の
後
の「
意

見
の
場
」
で
の
発
言
で
す
。
時
が
経

ち
、
復
興
が
進
み
こ
の
活
動
の
形
が

変
わ
っ
て
い
っ
て
も
、お
互
い
が「
ふ

る
さ
と
」
を
思
う

強
い
絆
と
、
そ
の

気
持
ち
は
『
忘
れ

な
い
』
で
つ
な
い

で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

やしょうま作りに
ご協力いただいた
うりこ姫の皆さん
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聖
南
中
学
校
野
球
部　

参
加

県
大
会（
ジ
ュ
ニ
ア
研
修
会
）

長
野
県
高
校
新
人
戦

剣
道
男
子
個
人
の
部
優
勝
！

間
の
宿　

乱
橋
の
歴
史
を
伝
え
る

　
　
　
　
　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
完
成

新
人
戦
の
各
地
区
・
上
位
２
チ
ー

ム
が
集
ま
っ
て
開
催
さ
れ
た
県
大
会
。

中
信
地
区
新
人
戦
を
２
位
で
通
過
し

た
野
球
部
は
、
本
城
球
場
で
開
催
さ

れ
た
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

１
回
戦
は
中
込
中
学
校
（
東
信
１

位
）
と
対
戦
し
、
聖
南
中
は
中
込
中

を
、
５
回
ま
で
走
者
一
人
に
抑
え
ま

し
た
が
、毎
回
走
者
を
出
し
な
が
ら
、

先
制
で
き
ま
せ
ん
。
６
回
２
ア
ウ
ト

か
ら
出
し
た
走
者
に
、
盗
塁
と
エ
ン

ド
ラ
ン
を
許
し
て
１
対
０
で
初
戦
敗

退
と
な
り
ま
し
た
。

坂
井
地
域
杉
崎
の
山
田
雅
也
君

（
松
商
学
園
高
校
１
年
）
が
、
長
野

県
高
校
新
人
戦
剣
道
男
子
個
人
の
部

に
お
い
て
優
勝
し
ま
し
た
。

筑
北
中
学
校
剣
道
部
で
活
躍
し
た

山
田
君
は
、
松
商
高
校
へ
進
学
後
も

剣
道
に
取
り
組
み
、
１
年
生
な
が
ら

11
月
に
行
わ
れ
た
新
人
戦
県
大
会
で

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

活
躍
に
も
期
待
で
す
。
み
な
さ
ん
も

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

県大会 1回戦
　VS中込中学校戦

乱
橋
地
区
に
は
、
今
か
ら
１
２
，

０
０
０
年
前
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た

こ
と
を
立
証
す
る
南
平
遺
跡
か
ら
始

ま
り
、
多
く
の
歴
史
を
伝
え
る
文
化

財
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
作
成
に
は
、
文
化

財
や
歴
史
に
感
心
の

あ
る
乱
橋
の
70
歳
代

８
名
が
「
乱
橋
の
こ

の
貴
重
な
文
化
財
や

歴
史
を
後
世
に
残
し

て
お
き
た
い
」
と
の

思
い
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
「
乱
橋
の
歴

史
を
学
ぶ
会
」
を
立

ち
上
げ
、
調
査
・
研

究
に
３
ヶ
年
か
け
て

作
成
し
た
も
の
で
す
。

表
紙
に
は
、
中
ノ

峠
か
ら
見
え
る
本
町
・
中
町
・
上
町

を
上
り
立
峠
を
望
む
善
光
寺
街
道
の

道
筋
を
載
せ
、
こ
の
街
道
の
中
で
最

も
有
名
な
立
峠
石
畳
の
写
真
を
載
せ

ま
し
た
。

一
面
に
は
、
乱
橋
と
い
う
名
前
の

由
来
と
善
光
寺
街
道
の
宿
場
で
あ
っ

た
「
間
の
宿
」
を
説
明
し
、
西
暦

１
８
３
７
年
の
乱
橋
に
残
る
絵
図
を

使
い
、
多
く
の
文
化
財
を
写
真
入
り

で
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
筑
北

地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
乱
橋
の

出
身
者
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

二
面
に
は
、
古
代
南
平
遺
跡
の
出

現
か
ら
始
ま
っ
て
、
平

成
17
年
10
月
に
本
城

村
・
坂
北
村
・
坂
井
村

が
合
併
し
て
筑
北
村
が

誕
生
し
た
の
で
「
乱
橋

の
出
来
事
」
を
年
表
に

示
し
ま
し
た
。

作
成
は
、
乱
橋
区

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

負
担
金
と
村
か
ら
補

助
金
を
受
け
、
立
派

な
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
こ
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
筑
北
村
を
は
じ
め
、
乱
橋

を
訪
れ
る
人
た
ち
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
と

し
て
、
ま
た
村
の
文
化
財
の
保
護
に

役
立
て
る
つ
も
り
で
す
。

「
乱
橋
の
歴
史
を
学
ぶ
会
」　

�

代
表　

山
田　

文
之

中信大会決勝
　VS塩尻中学校戦
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学
校
法
人
タ
イ
ケ
ン
学
園（
全
日
制
・
普
通
科
）

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
筑
北
高
等
学
校

　

   
２
０
１
８
年
４
月
開
校

全
日
制
の
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
筑
北

高
校
は
、
現
在
通
信
制
筑
北
キ
ャ
ン

パ
ス
で
使
わ
れ
て
い
る
旧
本
城
小
学

校
校
舎
を
活
用
し
て
、
今
年
４
月
に

開
校
し
ま
す
。
全
日
制
普
通
科
の
私

立
高
校
は
県
内
で
17
校
目
で
す
。

筑
北
高
校
は
、
１
学
年
80
名
で
総

合
コ
ー
ス
30
名
・
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス

20
名
・
特
殊
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
10
名
・

留
学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
20
名

で
す
。

学
校
法
人
タ
イ
ケ
ン
学
園
柴
岡
副

理
事
長
は
「
村
の
高
校
と
し
て
、
村

に
根
付
く
よ
う
な
学
校
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
、村
長
は
「
村

が
一
段
と
活
性
化
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ

で
活
躍
し
、村
の
知
名
度
も
あ
が
る
。

村
民
全
員
で
応
援
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
信
州
筑
北

キ
ャ
ン
パ
ス
主
催
の
、
第
１
３
７
回

秋
季
北
信
越
長
野
県
大
会
優
勝
祝
賀

会
を
本
城
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

選
手
は
基
よ
り
、
村
長
・
議
長
・
野

球
部
後
援
会
長
を
初
め
、
多
く
の
関

係
者
の
方
に
参
集
い
た
だ
き
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

野
球
部
が
初
出
場
初
優
勝
を
成
し

遂
げ
、
創
部
１
年
半
と
い
う
期
間
で

の
快
挙
で
あ
り
、
村
長
か
ら
は
「
球

場
で
精
一
杯
応
援
し
ま
し
た
。
野
球

部
の
活
躍
で
筑
北
村
が
元
気
に
な
り

知
名
度
も
あ
が
り
ま
し
た
」
と
の
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
野
球
部
を
代
表
し

て
中
原
英
孝
監
督
か
ら
「
多
く
の
村

民
の
皆
様
が
上
田
球
場
に
応
援
に
か

け
つ
け
て
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
優
勝
と
い
う
夢
の
よ

う
な
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
村
長
さ

ん
は
じ
め
多
く
の
方
々

の
ご
支
援
と
温
か
い
応

援
の
お
力
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
、
お
礼
の

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

記者会見
柴岡副理事長（左）と村長

秋
季
北
信
越
長
野
県
大
会

優
勝
祝
賀
会
開
催
さ
れ
る

「
餅
つ
き
で
野
球
部
応
援
」

願
う
は「
甲
子
園
出
場
」

必
勝
祈
願

本
城
乱
橋
地
区
で
農
業
を
主
体
と

し
て
活
動
し
て
い
る
「
き
よ
り
会
」

の
皆
さ
ん
の
協
力
の
な
か
、
餅
つ
き

を
し
ま
し
た
。

旧
本
城
小
学
校

で
使
用
し
た
杵
と

臼
を
譲
り
受
け
、

会
員
の
指
導
に
よ

り
、
あ
っ
と
い
う

間
に
、
10
臼
の

お
餅
を
つ
き
あ

げ
ま
し
た
。き
っ

と
来
シ
ー
ズ
ン

の
力
餅
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
信
州
筑
北

キ
ャ
ン
パ
ス
野
球
部
後
援
会
は
、
刈

谷
沢
神
明
宮
で
選
手
必
勝
祈
願
祭
を

行
い
ま
し
た
。
会
員
及
び
選
手
29
名
・

監
督
コ
ー
チ
・
来
賓
の
村
長
・
議
長

ら
関
係
者
50
名
余
が
参
加
し
、今
シ
ー

ズ
ン
の
更
な
る
飛
躍
を
神
前
で
誓
い

合
い
ま
し
た
。

山
崎
洋
文
宮
司
か
ら
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
必
勝
祈
願
の
お
守
り
を
選

手
に
配
り
、
玉
串
を
奉
納
し
選
手
の

健
康
と
活
躍
を
祈
願
し
ま
し
た
。

中
原
英
孝
監
督
は
「
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い

年
を
迎
え
て
一
段
と
身
が
締
ま
る
思

い
で
す
。
昨
年
は
選
手
た
ち
が
必
死

で
や
っ
た
こ
と
が
、
結
果
に
出
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
大
事
な
事
を
学
ん

で
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
村
長
さ
ん

村
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
応
援
が
総

じ
て
後
押
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
段
と
高
い
所
を
目
指
し
全
力
を
尽

く
し
ま
す
」
と
話
し
、
主
将
の
河
野

健
太
郎
君
は
「
今
年
は
昨
年
と
違
い

追
わ
れ
る
立
場
に
な
り
よ
り
厳
し
い

戦
い
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
を
突
き

破
り
頂
点
を
目
指
し
ま
す
」
と
今
期

の
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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風
の
た
よ
り

　
星
の
時
間

よ
く
晴
れ
た
空
に
、
雪
化
粧
に

覆
わ
れ
た
北
ア
ル
プ
ス
、「
今
日
は

雲
が
無
い
か
ら
夜
は
冷
え
込
む
ね
」

と
い
う
会
話
を
よ
く
聞
く
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
日
は
、
星
が

特
別
綺
麗
に
見
え
る
日
で
も
あ
り

ま
す
。

夕
方
に
用
事
が
終
わ
っ
て
帰
宅
す

る
と
き
、
星
を
眺
め
な
が
ら
歩
い
て

い
る
と
、
運
が
良
い
日
は
流
れ
星
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
日

常
が
あ
る
と
は
、
移
住
す
る
前
は
考

え
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
関
東
か

ら
友
人
が
遊
び
に
来
た
時
も
、
満
天

の
星
空
と
、
生
ま
れ
て
初
め
て
見
る

流
れ
星
に
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

長
野
で
星
空
が
綺
麗
で
有
名
な

場
所
と
言
え
ば
、
下
伊
那
郡
の
阿

智
村
で
す
が
、
そ
こ
で
星
空
が
綺
麗

に
見
え
る
理
由
は
３
つ
。

①
山
に
囲
ま
れ
て
周
囲
の
光
を

遮
っ
て
い
る
②
自
然
が
豊
か
で
空
気

が
き
れ
い
③
標
高
が
高
い

こ
の
３
つ
の
理
由
は
筑
北
村
に
も

よ
く
当
て
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
口
に
「
星
空
」
と
い
っ
て
も
、

そ
こ
に
は
宇
宙
が
あ
り
、
人
ひ
と
り

の
一
生
分
の
物
差
し
で
は
測
り
切
れ

な
い
、
膨
大
な
時
間
や
空
間
が
あ
り

ま
す
。
未
知
の
世
界
が
自
分
の
頭
の

す
ぐ
上
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

大
昔
か
ら
人
々
は
そ
ん
な
星
空

を
眺
め
な
が
ら
多
様
な
考
え
を
巡

ら
せ
、
暦
や
星
座
、
天
文
学
、
占
い
、

歌
、
物
語
な
ど
、
様
々
な
関
わ
り
方

で
星
と
の
時
間
を
過
ご
し
て
し
て
い

ま
す
。

宇
宙
か
ら
見
る
と
人
は
塵ち

り

の
よ

う
な
存
在
で
、
ま
た
、
今
目
に
見

え
る
塵
の
よ
う
な
も
の
の
中
に
も
、

私
た
ち
が
計
測
で
き
な
い
だ
け
で
、

宇
宙
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
考
え
る
と
、
目
の
前
の
問

題
で
か
か
り
き
り
に
な
っ
て
い
る
時

も
、
広
く
物
事
を
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

何
千
年
、
何
百
万
年
も
前
に
星

か
ら
発
せ
ら
れ
た
光
が
、
長
い
旅
路

を
終
え
て
、
無
事
に
私
た
ち
の
目
に

届
く
、
尊
大
で
美
し
い
世
界
。
よ
く

晴
れ
て
寒
い
日
に
は
、
そ
ん
な
世
界

を
眺
め
る
星
の
時
間
を
つ
く
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

�

有
那
た
ま

2 0 1 7
筑
北
村
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

12
月
23
日
に
筑
北
村
サ
ッ
カ
ー
場

に
て
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

小
さ
い
子
供
か
ら
大
人
ま
で
た
く

さ
ん
の
人
が
サ
ッ
カ
ー
場
に
集
ま
り

各
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
冬
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
暖
か
く
、
運
動
会
に

は
ピ
ッ
タ
リ
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
中
は
借
り
物
競
争
、
玉
入
れ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

お
昼
に
は
お
餅
・
釜
飯
・
豚
汁
が

振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
大
玉
転
が
し
・
障
害

物
競
走
・
綱
引
き
・
リ
レ
ー
と
沢
山

の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
大
き
な

声
援
を
聞
き
な
が
ら
、
と
て
も
良
い

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
紅
組
の
勝
利
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
の
違
う
方

が
楽
し
く
や
れ
た
の
が
よ
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

来
年
も
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
人
に

楽
し
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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コ
ラ
ム

前
回
に
引
き
続
き
、
初
め
て
の

育
児
に
ま
つ
わ
る
お
話
で
す
。

出
産
前
、
赤
ち
ゃ
ん
と
接
す
る

の
は
苦
手
で
し
た
。ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ

で
触
っ
た
ら
壊
れ
そ
う
で
、
ど
う

接
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た

の
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
言
葉
も
恥
ず

か
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
ど
う
で
し
ょ
う
。
今

や
「
ど
う
ち
た
の
～
？
」「
ね
ん
ね
」

が
常
套
句
。
そ
し
て
、
出
会
う
赤

ち
ゃ
ん
皆
を
、
抱
っ
こ
し
た
い
衝

動
に
駆
ら
れ
る
と
い
う
変
貌
振
り

で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
言
葉
と
い
え
ば
、
赤

ち
ゃ
ん
に
「
う
ん
ち
？
」
と
投

掛
け
る
こ
と
の
多
さ
た
る
や
。
今

ま
で
の
人
生
に
お
い
て
、
こ
ん
な

に
こ
の
言
葉
を
口
に
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
巷
で
は『
う

ん
こ
漢
字
ド
リ
ル
』（
例
文
が
「
予

約
し
て
い
た
う
ん
こ
を
取
り
に
来

ま
し
た
（
小
学
三
年
）」
と
い
っ
た

具
合
に
全
て
う
ん
こ
に
ち
な
ん
だ

も
の
に
な
っ
て
い
る)

と
い
う
も

の
が
爆
発
的
ヒ
ッ
ト
だ
そ
う
で
す

が
、
こ
れ
だ
け
頻
繁
に
「
う
ん
ち
」

と
語
り
か
け
た
れ
た
ら
、
好
き
に

な
る
の
も
頷
け
る
と
思
っ
て
し
ま

う
の
で
し
た
。�

（
の
ら
や
）

立
峠
付
近
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
開
催

11
月
26
日
、
筑
北
曼
荼
羅
ツ
ア
ー

企
画
（
村
民
企
画
主
催
）
が
、
本
城

乱
橋
地
区
と
松
本
市
四
賀
地
区
の
堺

に
あ
る
立
峠
の
山
並
み
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
を
開
催
し
ま
し
た
。
村
外
か
ら
参

加
者
を
募
り
、
当
日
は
20
名
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
は
、
善
光
寺
街
道
に

も
縁
が
あ
る
立
峠
と
戦
国
時
代
の
見

張
り
城
（
唐
鳥
屋
城
跡
）
と
花
川

原
峠
を
結
び
一
周
コ
ー
ス
に
し
て
、

清
々
し
い
晩
秋
風
景
を
楽
し
む
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
仕
立
て
上
げ

ま
し
た
。

　
暖
か
い
日
差
し
の
中
、
道
祖
神
を

見
な
が
ら
乱
橋
の
上
り
坂
を
登
り
ま

し
た
。

立
峠
入
口
を
通
り
過
ぎ
て
、
花
川

原
峠
付
近
の
古
代
か
ら
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
巨
岩
を
く
り
抜
い
た

短
い
ト
ン
ネ
ル
「
石
ま
ん
ぼ
う
」
ま

で
い
っ
き
に
登
り
ま
し
た
。
巨
大
な

岩
を
く
り
抜
い
た
物
体
に
、
驚
き
を

隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
付
近
か
ら
稜
線
等

を
歩
き
、
唐
鳥
屋
城
跡
ま
で
登
り
ま

し
た
。
風
の
中
で
し
た
が
、
さ
す
が

に
見
張
り
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

砦
。
そ
こ
か
ら
見
る
里
と
山
々
が
と

て
も
良
か
っ
た
で
す
。

休
憩
後
の
風
が
強
い
中
、
尾
根
を

歩
き
立
峠
に
到
着
し
ま
し
た
。
お
茶

屋
跡
が
あ
っ
た
こ
と
に
、
昔
の
旅
人

の
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

立峠から聖山を背にした写真

トレッキング地図

登り坂での道祖神

石まんぼうトンネル写真
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館
報
編
集
後
記

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
館
報
第
73
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

「
あ
あ
、忙
し
い
、あ
あ
、疲
れ
た
…
」

と
言
い
な
が
ら
日
々
が
過
ぎ
て
、
寝

て
起
き
た
ら
年
が
明
け
て
い
ま
し
た
。

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
こ
ん
な
年
明
け

が
十
数
年
続
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
さ
さ
や
か
に
お
だ
や
か
に
、
日
々

を
過
ご
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
、
身
近
な
人
と
の
別
れ

が
続
い
て
い
た
の
で
、
そ
ん
な
思
い
が

一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

人
生
折
り
返
し
地
点
を
過
ぎ
、
親

を
見
送
る
年
に
な
っ
て
か
ら
、
守
り

の
体
制
で
過
ご
し
て
い
る
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。
殺
伐
と
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を

見
聞
き
す
る
た
び
に
、
こ
れ
以
上
生

き
に
く
い
世
の
中
に
な
ら
な
い
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に
負

の
遺
産
を
引
き
継
が
せ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
な
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
こ
の
一
年
も
、
さ
さ
や
か

に
穏
や
か
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
心

か
ら
願
い
ま
す
。

�

Ｋｏ
ｂｏ-

ｃ
ｈａ
ｎ

 
お
ら
が
炭
鉱
の
地
②

　
　
　
　
　 （
西
条
炭
の
歴
史
）

「
西
条
炭
採
掘
史
攷
」

　
よ
り
引
用
し
て
い
ま
す
。 堀田宏佳氏提供

ま
る
で
「
モ
グ
ラ
」

の
よ
う
だ
!!
『
坑
内

か
ら
二
間
ば
か
り
進

む
と
、
も
う
そ
こ
は

真
の
闇
。
手
に
し
た

カ
ン
テ
ラ
の
乏
し
い
灯
り
だ
け
。

こ
の
穴
の
深
さ
は
約
１
５
０
間
。
行
き
詰
っ
た
こ
こ
か
ら
下
に
４
、５
十
間

掘
り
下
げ
た
斜
坑
。そ
の
斜
坑
か
ら
大
量
の
地
下
水
が
わ
き
だ
し
て
い
る・・・・

（
西
条
炭
鉱
の
工
夫
生
活
」
阿
東
生
：

�

大
正
５
年
７
月　

信
濃
毎
日
新
聞
よ
り
）

『
明
治
初
期
か
ら
昭
和
の
中
期
に
か
け
て

一
時
代
を
画
し
た
西
条
炭
は
、
84
年
間
に
わ

た
る
石
炭
採
掘
の
歴
史
を
も
つ
「
信
州
産

の
石
炭
」
で
あ
る
。』

元
岡
谷
市
教
育
長　

齋
藤
保
人
先
生

の
著
書
で
あ
る
「
西
条
炭
採
掘
史
攷
」

～
諏
訪
岡
谷
の
製
紙
業
最
盛
期
を
支
え

た
燃
料
炭
～
平
成
19
年
に
発
刊
さ
れ
て

い
る
。

（旧村名で記載）
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戌年
インタ
ビュー

★今年の目標
★好きなこと
★今年やりたいこと

・北澤侑京
・小林世和
・山越友大

・山田　諒
・北條雅峰
・宮坂太葵・宮川じょう

・橋本真美
・升田陽美
・川久保鈴菜

・飯島美咲
・山本　葵

・一ノ瀬颯翔
・鈴木脩也
・矢原志朗
・田中来波

・洞　瑛温
・滝澤学士
・青島虎太郎
・薄田　陸

勉強をすること
６年生になるので全校の
みんなをひっぱていきたい

テニスの大会で優勝

児童会長になりたい

（写真とインタビューは同一ではありません）

プログラミング

筑北小学校

坂井小学校

低学年にやさしく
接したい

サッカー
テニス

漢字をがんばる

　車

歌を歌う・ピアノを弾くこと

バレー・お菓子作り

手芸・スキーを！

水泳

ラジコン
バイクいじり

カゼをひかない
病気にかからない

最高学年としてしっかり
お手本になれるようにしたい

陸上と
サッカーを
がんばる！！
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宮入　祥太
①日帰り旅行
②孫たち８人
③健康第一。毎日ウォーキング

飯田　圭司
①野球・熱帯魚
②黒田官兵衛
③出っ腹対策、健康維持の為に
毎日腹筋を頑張ります…

関森　伊織
①きのこ採り・ドライブ
②父親
③メタボからの脱出
　家族を大切に

太田　奈津美
①歌・デジ絵・洋裁
②松原秀典さん
　（イラストレーター）
③途中のものを終わらせる！
　デジ絵をもっと描きたい！

細田　磨美
①手芸など手作業・ピアノ
②ジャーナリストの池上彰さん
③整理整頓をしてキレイにする。
　年間百冊の本を読むこと

山崎　佳奈
①バレーボール
②好きな人・・子どもたち
　尊敬する人・・母親
③野球のスコアを覚える！？笑
　（貯金もしたいかなぁ？？）

玉井　政彦
①単車でツーリングをすること
②坂井小学校６年生の時の
　校長先生
③石窯を作ってワイワイとピザ
を焼きたいですね

岩上　千代
①太極拳
②一つの目標に向かって進んで
いる人

③つる細工「くるみのバッグを
仕上げる」

渡辺　恵
①映画鑑賞
②自分の知らないトリミング技
術を持ち、さらに技術を磨い
ている方

③ドッグランに行きたい！！

① 趣味または得意なことは？

② 好きな人 or 尊敬する人は？

③ 今年の目標orやりたいことは？



子育て支援センターだより
☎　２２－６６－２９７５
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1 月から 3 月の行事予定

2月
日 に ち 内 容
2日（金） 豆まき会
6日（火） ひまわり保育園開放日
7日（水） 保育園ごっこ
8日（木） どんぐりくらぶ
19日（月） ベビーマッサージ
20日（火） キッズビクス
21日（水） 保育園ごっこ
28日（水）１，２，３月生まれ誕生会

3月
日 に ち 内 容
7日（水） おわりの会
12日（月） ベビーマッサージ
13日（火） 保育園ごっこ

～春を探そう～

1月
日 に ち 内 容
～4日（木）から開いています～
12日（金） 保育園ごっこ
15日（月） ベビーマッサージ
22日（月） 筑北ひまわり保育園開放日
24日（水） どんぐりくらぶ
26日（金） 保育園ごっこ
31日（水） 英語であそぼう
～お正月あそび・雪あそび～

＜センターへの持ち物＞
飲み物（水かお茶）、おむつ、おしり拭き、おむつ替え用タオル、お手ふき、ティッシュ、
ごみ袋など各自必要な物� ※行事へは、サポートノート、筆記用具をお持ちください。

あそびに
来る方へ

センターでは、育児・子育てのご相談を随時お受けします。
お気軽にご相談ください。

※詳しくは「にじいろカレンダー」を ご確認ください。

あけましておめでとうございます。
平成 30 年は戌年。今年も元気にかけまわり
たくさん遊びましょうね。

松本大学犬飼先生の講座と
やきいも会がありました。

保育園ごっこ
みんなであそぶと

楽しいね。

♪やきいもやきいも♪
おいしかったね

おさんぽ

新聞紙で
あそぼう

バルーンロケット
発射！
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収
　
穫
　
祭

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
こ
に
こ
土
曜
楽
行

筑
北
村
２
保
育
園

坂
井
保
育
園
で
収
穫
祭
を
行
い
ま

し
た
。
田
植
え
か
ら
脱
穀
ま
で
お
手

伝
い
し
た
も
ち
米
と
、
園
の
畑
で
収

穫
し
た
大
根
を
使
い
、
子
ど
も
た
ち

が
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。
メ

ニ
ュ
ー
は
「
中
華
お
こ
わ
」
と
「
お

で
ん
」
で
す
。

エ
プ
ロ
ン
を
身
に
着
け
る
だ
け
で

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
子
ど
も
達
で
す

が
、
包
丁
を
使
う
時
の
表
情
は
真
剣

そ
の
も
の
。
年
長
・
年
中
児
は
太
い

大
根
を
頑
張
っ
て
切
り
ま
し
た
。
年

少
・
未
満
児
は
こ
ん
に
ゃ
く
と
ち
く

わ
を
手
で
ち
ぎ
り
、
年
齢
に
合
わ
せ

た
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
日
は
日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
応
援
団
の
皆
さ
ん
も
招
待

し
、
一
緒
に
ゲ
ー
ム
遊
び
も
し
ま
し

た
。
今
ま
で
沢
山
か
か
わ
っ
た
分
、

親
し
み
を
持
っ
て
話
し
掛
け
た
り
、

手
を
つ
な
い
だ
り
く
っ
つ
い
た
り
、

大
喜
び
で
し
た
。
遊
ん
で
い
る
う
ち

に
部
屋
中
、
美
味
し
そ
う
な
香
り
が

広
が
り
、で
き
た
て
の「
お
こ
わ
」「
お

で
ん
」
を
一
緒
に
食
べ
、
今
ま
で
の

お
礼
が
で
き
ま
し
た
。

筑
北
ひ
ま
わ
り
保
育
園
で
も
収
穫

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
や
畑

作
り
で
お
世
話
に
な
っ
た
応
援
団
の

方
を
招
待
し
ま
し
た
。

今
年
度
最
後
の
に
こ
に
こ
土
曜
楽

行
が
11
月
25
日
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

手
芸
教
室
で
は
、
最
後
の
作
品
作

り
に
熱
中
し
ま
し
た
。
自
然
体
験
教

室
で
は
、
自
然
物
を
使
い
世
界
に
一

つ
だ
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作

り
ま
し
た
。

活
動
を
振
り
返
る
中
で
、
子
ど
も

た
ち
の
自
主
性
や
意
欲
、
発
想
の
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も

子
ど
も
の
生
き
る
力
の
基
礎
を
育
む

活
動
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
活
動
終
了
後
は
、
修
了
会
を

し
ま
し
た
。
児
童
館
長
よ
り
修
了
証

書
を
一
人
ひ
と
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
師
の
先
生
方
か
ら
も
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
、
年
間
五
回
の
活
動

が
終
了
し
ま
し
た

☆
筑
北
村
で
は
子
育
て
支
援
と
し
て

新
た
に
「
育
児
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を

行
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
子
育
て
の

援
助
を
受
け
た
い
方
と
、
子
育
て
の

お
手
伝
い
を
し
た
い
方
が
会
員
と
な

り
、
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
方

に
有
料
で
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
方
、

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
み
た
い

方
は
、お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

<

お
問
合
わ
せ>

筑
北
村
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

育
児
サ
ポ
ー
ト
事
業
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
：
待
井

筑
北
村

育
児
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

大根って固いね

ジャンケンぽん！
おいしいね
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【問 合 せ】　筑北村図書館　電話：66-1115（22電話は使えません。）

図書館からのお知らせ

新着本の紹介

★春休みおはなし会
日時：平成３０年３月２６日（月） 午前１０時００分より　　
場所：筑北村図書館 ２階多目的室
演目：「おはなしポケット」と「もりの子おはなしの会」の
　　　みなさんによる読み聞かせ、工作など。

クリスマスおたのしみ会� 1２月１７日
おはなしさくらんぼさんのおはなし会と、昨年大好評だったスマイリーフジさんの大マジック
ショーが行われました。参加者およそ６０名。子どもから大人まで皆さん楽しんでいました。

≪小説≫
・たゆたえども沈まず� 原田マハ
・ミステリークロック� 貴志祐介
・ルビンの壺がわれた�宿野かぼる
・西郷どん！前・後編� 林真理子
・キラキラ共和国� 小川糸

≪えほん≫
・ノラネコぐんだんアイスのくに 
� 工藤ノリコ
・えがないえほん� ノヴァク
・ちいさなちいさなこおりのくに 
� さかいさちえ

≪実用書≫
・長寿県信州の作りおき
� 下平みさ子
・老舗に教わる抹茶おやつ
� 京都・丸久小山園監修
・おりがみパズル� 大原まゆみ
・暗算の達人� アーサー・ベンジャミン

筑 北 村 図 書 館 だ よ り
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新年のごあいさつ� 筑北村図書館長 山崎 洋文

第２回 図書館まつり� 1１月１２日

筑 北 村 図 書 館 だ よ り

今年は、平成 30年。平成が、まるまるある最後の年になります。
森鴎外の考証本に、『元號考（げんごうこう）』というのがあります。
「大化」にはじまる元号の由来を調べたものです。「明治」の前の「慶
応」を決めたときに、候補がたくさんあり、それらの中に ｢平成｣ が
ありました。中国の古典『書経』の「地平天成」という文言からとっ
た二文字だそうです。「地平らかに天成る」という平和な世界が続く
ことを祈った元号です。
今の憲法「象徴天皇」制の下で即位された今上陛下は、平成時代の
幾度の天災に、心をくだかれひたすら国民と共にありました。ご譲位
の意向をくだされた陛下のお気持ちをくみ、ようやく御代がわりが具
体的になりました。この 30年のくくりを、それぞれが上手くまとめ
新しい出発の準備をしなければならない年となるでしょう。

有意義な 1年になりますように。

図書館まつりでは、松川落語会「風まんだら」の皆さんに落語公演をしていただきました。
演目は皆さんもよくご存知の「まんじゅうこわい」「片棒」「寿限無」をアレンジしたもので、

「大笑いした」「またやって欲しい」等の感想をいただきました。またおはなし会では、職員によ
る紙芝居と館長の「ガマの油」を披露しました。最後は、懐かしく感じる世代も多かったと思い
ます「トム・ソーヤの冒険」と今年 3 月に行われた 7 年に一度の奇祭「狐の嫁入り」の上映会が
ありました。雑誌リサイクルでは、保存年数を過ぎた雑誌をお持ち帰りいただきました。みなさ
んのご参加ありがとうございました！
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平
成
29
年
度

  
文 
化 

祭


